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序

デー タベー ス は、わ が 国の 情 報化 の進 展 上、重 要 な役 割 を果 た す もの と期

待 され て い る。今 後 、デー タベ ー スの 普及 に よ り、わ が 国 にお いて健 全 な高

度 情 報化 社 会 の形 成 が期 待 され る。さ らに海外 に対 して提 供 可能 なデ ー タベ
ー スの整 備 は、国際 的 な情 報 化 への 貢献 お よび 自由 な情 報 流通 の確 保 の観 点

か らも必要 で あ る。現 在 わ が 国 で流 通 してい るデ ー タベ ー ス の 中で わ が 国独

自の もの は約半 数 で あ るが、わ が 国デー タベー ス サー ビス ひ いて は バ ラ ンス

あ る情報 産 業 の健 全 な発展 を図 るため には、今 後 もわ が 国独 自の デー タベ ー

スの構 築 お よびデ ー タベ ー ス 関連 技術 の研 究 開発 を強 力 に促進 し、デ ー タベ

ー ス の拡 充 を図 る必 要 が あ る
。

この ような要 請 に応 え る ため 、(財)デ ー タベ ー ス 振 興 セ ンター で は 日本

自転 車振 興会 か ら機 械 工業 振 興 資 金 の交付 を 受 け て、デ ー タベ ー スの構 築 お

よび技 術 開発 につ いて 民 間企 業 、団体 等 に対 して 委 託 事 業 を実施 して い る。

委 託事 業 の 内容 は 、社 会 的 、経 済 的、国際的 に重 要 で、 また地域 お よび 産業

の 発展 の促 進 に寄 与 す る と考 え られ て い るデー タ ベ ー ス の構 築 とデ ー タベ

ー ス作 成 の効 率化
、流通 の促 進 、利 用 の 円滑 化 ・容 易化 な どに関係 した ソ フ

トウ ェア技 術 ・ハ ー ドウ ェア技 術 で あ る。

本 事 業 の推進 に 当 って、当財 団 に学識 経験 者 の 方 々 で構 成 され るデ ー タベ
ー ス構 築 ・技 術 開発 促 進 委 員会(委 員長 東 海 大 学 教 授 上 條 史彦 氏)を 設

置 して い る。

この 「デー タベ ー ス構 築促 進 及 び 技術 開発 に 関 す る報 告 書(要 旨)」 は、

平 成12年 度 の デ ー タベ ー ス の構 築 促進 お よび 技術 開 発 促進 事 業 と して 、当

財 団 が民 間企 業 、団体 等 に対 して委 託実施 した課 題 に つ い てそ れ ぞれ の成 果

の概 要 を と りま とめ た もの で あ る。この成 果 が 、デ ー タ ベー ス に興 味 をお持

ちの 方 々や諸 分 野 の皆 様 方 の お役 に立 てば幸 い で あ る。

な お、平成12年 度 デ ー タベ ー ス の構築 促進 お よび技 術 開 発促 進事 業 で実

施 した課 題 は次 表 の とお りで あ る。

平成13年3月

財 団法人 デー タ ベー ス振 興 セ ンター



平成12年 度 データベース構築 ・技術開発促進事業委託課題一覧

分 野 No. 課 題 名 企 業 名

一 般

1 学 びに活用 する簡 易PCサ ーバ ・シス テム、マ

ルチメデ ィア ・デー タベース

(株)ト ライ アー ド ・プ ロ

ジ ェク ト

2 GISと 全文検索エ ンジンを連携 した文章管理

システム

(株)創 建

3 情報可視化 による ドキュメン ト構造化の調査研

究

(株)日 本総合研究所

4 先端産業の企業検索用シソーラス作成 と企業検

索システム構築

(株)日 経 リサーチ

5 インターネット環境における博物館型地図画像

データベースの構築

(財)地 図情報セ ンター

地域振興

6 地域住宅地図情報システム 〔地域住宅GIS〕 石井測量設計(株)

7 阿蘇の楽 しみデジタル図鑑作成 (財)阿 蘇町地域振興公社

8 Btos共 働情報 マ ッチ ングDBパ イロ ッ トシ

ステムの作成

(株)八 幡 コ ンピ ュー タセ

ンター

9 Web型GISを 利 用 したバ リア フ リー デー タ

ベースの プロ トタイ プ作成

(株)札 幌ネクシス
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1.学 び に活 用 す る簡 易PCサ ー バ ・シス テ ム、

マ ル チ メ デ ィア ・デ ー タベ ー ス

(株)ト ラ イ ア ー ド ・プ ロ ジ ェ ク ト





1.学 び に活 用 す る簡 易PCサ ー バ ・シス テ ム 、マ ルチ メデ ィア ・デ ー

タ ベ ー ス

1.1は じめ に

1.1.1マ ルチ メデ ィア をデ ータベ ースで扱 う ことの本質 とは

(1)人 とパー ソナル ・コ ンピュータ(以 降PC)の 理想的な関係を模索する時代がまさに

到来 した。本来 は人間が より人間 らしく生 きるためにPCを どのように活用 すれば

よいのかが大事 にされ るべきである。 とか く、情報通信やエンターテインメン トと

い った時代の先端 にあるモノに目が向かいがちだが、 これか らはもっと人間 自身が

どうあるべきか に視点があて られるべ きではないだろうか。

(2)こ れか ら提案す る簡易PCサ ーバ ・システムは、新 しいPC環 境の中でこのメカニ

ズムを再認識 させ ようとするものである。情報の共有化は、膨大なこれまでの有益

なデー タの蓄積 を整理することで成 り立つが、それ らのデータの活用は個人の 目的

よって各々異な って くる。た くさんの情報の中か ら自分に合わせてそれ らを選択す

ることで、 自らの要求に応 える精度の高い学習が可能になる筈である。 この点 に注

目 したのが今回の学びに活用するマルチメディアデータベースである。

1.1.2教 育 に活用 され て こそ 、その真価 が発揮 され るとい う発想

(1)学 ぶこ とを目標 に、その学習する上での一連のプロセスを実現するのが本システム

の 目的であるが、PCを 使 うシステムで行なえる部分はある程度限界があるか と思

われる。本 システムの得意 とするのは、全体 を把握す るために初期の段階での概 論

を理解するガイダ ンスや、必要な技術を習得するために繰 り返 し習得 する内容や方

法に、 このマルチメデ ィアを活かすといった、 どちらかと言えば基礎編の充実にあ

る。具体 的な応 用編は、やは り従来の人間関係を重視 するマンヅーマン方式 に委ね

られ るべ きだ と思 う。

(2)こ のシステ ムのベースは、基礎的な段階で くり返 し記憶 する必要がある情報や、反

復 によって習得 しなければな らない学習内容などをマルチメデ ィアにお さめてデー

タベース化する ことである。それ らの情報 を利用者各 自が効果的に活用するもので

ある。実際のマ ンヅーマンによる集団指導 をスムーズに行なうための補助的な役割

も担 っている。 このシステムではそれぞれ異なる習得 レベルを、前 もってある程度

は標準化 するこ とがで きるようになる。
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これ らのシステムで培われた基礎学力(理 解力)で 次のステ ヅプである応用課程

や集団指 導にスムーズに移行で きるように しようとするものである。

1.2LANを 用 いたデ ータベ ース配信 と、それに最も適 したLinuxの 可能性

1.2.1Linuxに よるデ ータベ ース配信 の環境 について

(1)こ の計画がスター トした時点でLiluxを 使用することは既 に決 まってお り、Linux

を前提に考えたシステ ムでもある。LANに よる配信 が想定されていたので迷 うこと

な くUMXベ ースでやるべ きだ と考えたためである。

1そ の折、IBM社 の方か らLinux対 応モデルIBMNetfinity1000(TurboLinux

ServerJ6.OOEMVersion同 梱)が 発売されているという情報 を得 ることができ

た。躊躇な くこの機種 を選定 して本システム構築 を考えた。Linuxが サーバosと

して安定 しているのは既 に実証 されているこ とであ り、また今回配信 のメカニズム

として使 うHTTPサ ーバーのApacheも 世界的に定評あるサーバである。

(2)マ ルチメディア として画像を格納す るデータベースについては、現在市場で流通す

るデータベース 自体種類が多 く、OSに よ りサポー トしているもの とそうでない も

のがある。その中か ら今回はInterBaseforLinuxを 採用することに した。まず、

サーバーのOSがLinuxで ある という点 と、2000年 の7月 にオープンソース とし

て開放 された点 を考慮 して決定 した。また、オープンソースのデー タベースを使用

するこ とによ り、将来 イ ンターネ ットでの配信 を行な う際にも制限無 く使 えるメ リ

ッ トも考慮 して決定 した。

1.2.2Linuxの 運用 をよ り快適 にす る創意 と工夫

データベースのデータ格納構造 については、今回は動画の画像データが基本になって

いる。画像データはフォーマ ッ トにより何種類 もファイル形式が存在するが、本 システ

ムでは、現時点で最も信頼で きるMPEG1を 採用 した。

データベースで動画データのイ ンデ ックスを作成 し、実デー タを格納 してある場所 を

管理するように設計 した。

1.2.3Linuxを 有 効 に使 う最 適 なLAN環 境 の構 築 と今 後 の 可 能 性

今 回 ク ライ ア ン トの閲 覧 に は、 ブ ラ ウザ ー と してWindowsに 標 準 添付 のInternet

Explorerを 使 って い る。MPEG1の 画像 は 同梱 で 配布 され て い るMediaPlayerで 見 る

こ とが で きる。 メイ ンサー バ は、Webサ ーバ ー のApacheとInterBaseforLinuxの デ

ー タベー スサ ーバ で構 成 して い る。 デ ー タベ ース 内 のデー タは、 デ ー タベー ス エ ン ジ ン
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で駆動 し、Apacheと のサーバ プログラムの交信はJAVAのJDBC接 続 によ り行い、 レ

スポンス とユーザーインターフェイスによ りServletとAppletを 使 い分 ける方式によ り、

クライア ン ト側か らは必要な検索 キーを入力するだけでデータベース交信を可能に して

いる。.
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Profile楽 器 の 紹 介
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図1-2

1.3シ ステムの運用 と実際 のオペ レーシ ョン

今回のシステムは現場で効率よく使 えることを大前提 にしているが、その中で大事な取り組

みの1っ が、データベースを運用していく上で現場の指導者やインストラクターが 日ごろの指導

の中から比較的安易にデータの更新やメンテナンスができ、自由なシステム運用ができるような

システムを構築することだった。その1つ が、全 体のシステムが入力画面上で一 目瞭然 にわか

るようにしたことである。オペレーターは、サーバの中をWlndow上 で認識しながら作業を進 め

ることができる。
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1.4マ ルチ メデ ィア に適 した ネ ッ トワーク環境

(1)マ ルチメデ ィアのデータベース化の究極は、放送局 と同 じ性格 になるか もしれない。

BSデ ジタル放送もスター トするが、それ らとほ とん ど変わ らない環境 を目指す こ

とになるだろう。 しか し、サーバで運用するネ ッ トワー クは、なるぺ くクライアン

ト側に負担 をかけないで安全快適な使用環境 を提供 するのがネ ッ トワークの基本で

あ り、 クライアン ト側は 自分のため にデータベースを使 うとい う明確な意識の上で

成 り立つ ものである。

また、すべての人々がPCの 詳 しい知識があるわけではな く、敢 えて不必要な知

識 を身につける必要性 もない。 自分 にとって ともか くPCが 有効に役立てばそれで

よい環境 も当然 あるはずで、そのような単純 なインターフェイス としての活用 も充

分 に考え られる。

(2)イ ンターネ ヅ トのように広範 囲な展開は最初 か ら想定 していないが、あ る程度は拡

散型のネ ットワークを進めることはその性格上か らも必要である。今後回線のス ピ

ー ドア ップも期待 され、あ らゆ る回線網 を使 っての配信が実現 し、環境は飛躍的に

向上するであろう。 しか し問題 となるのは、 システ ムの管理者 がいるのか、いない

のかという点 にあると思 う。

インターネッ トは、そもそ もの出発点が利用者個人の利用責任 を重ん じているの

で、基本はフ リー とい う姿勢 が貫かれてい る。これは これで とて も素晴 らしい環境

であると思 うが、システム運用 をある程度管理することでよ り安全快適なネ ッ トワ

ーク環境をつ くることが可能 にな るのも事実 である
。それは責任 の主体がはっき り

することで、 ビジネスを考えた場合 は有効に作用する。

1.5マ ルチメデ ィア時代 を切 り開 く

情報通信はマルチメデ ィアの時代 になることは間違いな く、あ りとあ らゆる情報があ

りとあ らゆるメデ ィアを通 して届 け られるようになってい くが、必ずそれ らを選択 する

時代が訪れる と思われる。

情報にもニュースのように単 に受取ればよいものや、相手 と会話するもの、役立つも

の、知識 として学ぶ ものな ど様々あ り、情報 もそこか ら得 られる知識 も間接 的にお金で

買う時代 に突入 しているような気がする。創る側 にすれば、情報はお金 になる とい うこ

とになるが、両者の考えが一致 しないとビジネスは成立 しない。

今後は情報にもクオ リテ ィーが求め られ、いかにコンパ ク トに分か りやす くまとめ ら
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れているか、 どれだけ役に立つか、 どれだけ多 くの人たちと共有できる喜びがあるかな

どの様々な価値基 準で選択 される時代 になるのではないか と思う。

情報が時代 を リー ドす るようになれば、そのコンテ ンヅを創 る我々にも大きな責任 と

明確な 目的意識が必要 にな り、人が豊かになるためにテクノロジーは使われるとい う原

点 に立ち返って、さ らなる飛躍 を 目指 したい と考えている。
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2.GISと 全文検 索エ ンジ ンを連携 した文章管理 システ ム

2.1は じめ に

2.1.1文 書管理 と地 図 につ いて

近年、全文検索 に対す る需要が増加 してお り、各メーカー毎 に活発な開発競争がなさ

れている。今後、全文検索 はイ ンターネッ トだけの利用 にとどまらず、組織で作成 され

る文書の活用のためにも不可欠な技術 として定着 してい くことになると考える。

現在、組織内で作成 された文章 の多 くは、電子ファイルの形で文書 として保存されて

い る。本報告書及びシステムでは、 この作成 された内容 を文章 とし、保存されたファイ

ルを文書 と表現す ることとする。

組織内で作成 される文書 は、地名等の位置に関する情報を含んでいるものが多 く見 ら

れる。 これ らの文書 を地図上に配置することができれば、対象 となる地域の特徴 が認識

しやす くなる。

地図上にデータを配置する手法 として、GIS(地 理情報 システム)が ある。GISは 、

地図を媒介 として多様な情報を扱 うことを可能に して いる。

しか し、GISで データを扱 うには位置を特定する情報が必要である。DB(デ ータベ

ース)の 項 目の ように整理 され、位置に関係 する項 目が特定で きる場合は位置の特定は

容易である。 しか し、書式の決 まっていない文書等は、位置 に関する情報を内容確認 し

なが ら、指定 しなければな らない。このような文書をGIS上 で扱 うには多 くの手作業が

必要 とされる。

そこで、これ らの作業 を全文検索により内容の検索 を行い、地図 との関連付け作業を

自動的に行うシステムの作成を行 うものである。

2.1.2シ ステムの整備効果

本 システムは、GISと 全 文検索 システムを連携 させることによ り、情報を整理 するこ

とな く抽出 し、地 図上 に表現するものである。本システムによ り以下の効果が得 られる。

① 文書の多 くを占める非定型情報 と地理情報を同時に扱 うことが可能になる。これ

によ り柔軟に情報の関連性 を見出すことができる。

② 地図上か らの検索 と、文書情報か らの検索どち らも可能 になる。文書を探 す場合

に、登録 されたキーワー ドの制約を受けることがな くなる。

③ データベースの更新作業 か ら開放される。文書の更新や登録 を自動的に行 うため、

インデ ックス作成や、位 置 との関連付け作業が不要 となる。
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④ 全文検索が不得手 としていた表現能力が、GISに よ り補える。従来の全文検索で

は、検索結果 と して文字情報 しか返すこ とができなかったが、地図上 に結果 を展

開することで視認性が向上する。

GISと 全文検索 システ ムの連携 によ りそれぞれの特徴 を最大限 に生かすことが可能 に

なる。不足する機能を互いに補完するシステムとなる。

2.1.3シ ステムの全体構成

作成 した文書は、GISと 全文検索 システムにより利用 される。将来的には、紙で管理

されている情報 も取 り込み、イ ン トラネ ッ トでどこか らで も利用可能なシステムとする。

今回の開発は、破線で囲まれた範囲を対象 とし、クライア ン ト/サ ーバーで構成 され

るプロ トタイプの作成 を行 う。
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図2-1

今 回 の 開 発

システム全体構成
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2.2開 発方針 と開発手法

2.2.1シ ステ ムの開発方針

今回は技術開発 的な要素が強いシステムであ るが、汎用性が高 く別の分野で応用可能

なシステ ム作成 を行い、プロ トタイピング手法によ り、機能 を確認 しなが ら、段階的な

機能の見直 しを行 うもの とする。

2.2.2シ ステ ム構成

システ ム構成 に用 いる技術は、GISと 全文検索技術である。作成 した文書はファイル

サーバー に格納 された後、検索のためにインデ ックスが作成 される。 このイ ンデ ックス

は全文検索に用いるデータである。さらに、文書に対する位置座標 を位 置情報付加サー

バーを通 じて取得 する。

蓄積 された文書DBに 、サーバー経 由でアクセス して関連 する情報の検索結果 を受 け

取 る。地名や図形デー タはGISデ ータか ら取得 し、文書情報は文書DBか ら取得する。

検索結果 を受け、該 当する文書 をファイルサーバー よ り取 り出す。

開発にあた り、 イ ンター フェース毎 に機能を分割 し、 システ ムの開発を行 う。

2.2.3開 発 手法 と主要技術 の整理

本 システムを作成 するために必要 とされ る主要技術 の整理 を行 う。

(1)地 理情報技術

GISは 、文字や数字、画像な どを地図 と結びつけ、画面上に地図を表示 して、位

置や場所 に関連 するさまざまな情報を統合、分析 し、分か りやす く表現することが

で きる仕組みであ る。

本 システムは、GISと 全文検索 を連携 したシステムであ るため、GISソ フ トをそ

のまま利用す るのではな く、カスタマイズが必要 となる。

GISを 利用す るにはGISソ フ トと共に地図データも不可欠であ る。

地図データは作成 にコス トがかかるため、まだまだ高価であるが、国土地理院数

値地図2500を は じめ安価な地図 も整備 されつつある。

(2)全 文検索技術

全文検索技術 とは、文書内のすぺての文字列を、直接、検索対象 とす ることが可

能な検索方法である。

全文検索技術 の歴史は比較的長いが、近年複数の要素 によ り一般化 しつつある。

その要因 として、 オフィス文書の増加やイ ンターネ ッ トの普及 による全文検索技術

の利用増加が挙げ られる。
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全文検索技術が従来のデー タベース と異なるのは、文書その ものを対象 と してい

ることである。

(3)利 用技術 の選定

文書 に含 まれた地理的情報 をGISと 連携 して利用するためには次の技術が必要

となる。

RDBと 同様 なイ ンターフェースを持つ全 文検索 システム

本システ ムではGISと 全文検索 との連携が必要で、プログラム とのイ ンターフェ

ースが重要であ り、また住所情報等 をデータベースに格納 することを考えると一般

的なRDB(リ レーシ ョナルデータベース)機 能 も利用で きるほ うが望 ま しい。

これ らの条件か ら、プロ トタイ プの作成 にあたっては、RDBを ベース として、N

文字イ ンデ ックスによる全文検索機能を持つOracle8iinterMediaTextを 利用する

こととする。

検索結果や操作 を視覚的に行えるGISソ フ ト

プロ トタイプ作成 にあたっては、単 にGISソ フ トのカスタマイズだけではな く、

全文検索システ ムとの連携が含 まれてい るため、GISソ フ トに付属 するカスタマイ

ズ環境 よ りも汎用的な開発環境の利用が便利である。

プロ トタイプの作成にあたっては、汎用的な開発環境であるVisualBasicで 柔軟

にカスタマイズで き、各市販地図のフォーマ ッ ト対応 も充実 しているSISを 用いる

こととする。

文書 に含 まれ る地名情報の抽出技術

全文検索 システム とGISソ フ トを用いることによって、文書 中の情報 を検索 し、

その結果を地図上に反映 させ るこ とは可能になるが、文書中に含 まれ る地名情報 を

抽出 して、地図上にプロヅ トすることがで きない。地 名情報 の抽出については、文

書の形態素解析 を行 う。地名 と位置座標 のマ ッチングについては、予め作成 した地

名 と座標 のデー タベースを参照することで実現できる。

これ ら一連の処理 を行 うソフ トは一般 に流通 していないため、 このプロ トタイプ

においては、東京大学空 間情報科学研究セ ンターにて研究中であ る 「芭蕉」システ

ムを利用することとした。

システムの拡張や別システムへ の応用を考慮 した開発環境

開発環 境 につ い ては、 各 ソ フ トとの連携 や 開発の 容易 さか らVisualBasicを 用 い

る こ ととする。
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2.3プ ロ トタ イプの構成 と仕様

2.3.1プ ロ トタイプ構成

開発するプロ トタイプはシステム全体のうち、文書に含 まれている地理情報 と地図を

関連付けて検索、表示を行 う部分 となる。

システム全体は文書ファイルだけでな く紙文書の電子化か ら蓄積 までを含む クライア

ン ト/サ ーバシステムで構成されるが、プロ トタイプでは電子ファイルのみ を対象 とし、

蓄積文書 と地理情報を結びつける部分以外はスタン ドアローンで動作するように構築 し

た。

このプロ トタイプは、主に3つ の機能に分 けることがで きる。それぞれの機能は、

①地図表示 とユーザーインターフェース

②文書のイ ンデ ックス作成 と全文検索

③住所情報抽 出 と位置座標 関連付 け

とな り、検索対象 とす る文書については、「文書のインデ ックス作成 と全文検索」機能

で管理 し、イ ンデ ックス作成時 と同時に位置情報を 「住所情報抽出 と位置座標 関連付 け」

機能を呼び出 して実行する。

利用者は 「地図表示 とユーザーインターフェース」機能を利用 して、文書の検索 と結

果表示 を行 う。

2.3.2プ ロ トタイプの仕様

(1)「 地 図表示 とユーザーインターフェース」の機能

地図表示 とユーザーインターフェースは利用者 とシステムとの接点 とな り、利用

者か らの要求入力や結果表示を行 う。利用者にとってはこの機能の操作のみで文書

の検索 を行うことができる。以下 に必要 とされる機能 を挙げ る。

・地図が表示 され、住所、キーワー ドによる検索 を行 う。

検索 を行 うための住所選択 画面やキー ワー ドの入力画面によ りユーザー が作

業 を行えるようにする。

・任意の住所に関する文書 を検索 し、地図上の該 当地点にプロッ トする。

ユーザーか ら入力された リクエス トに対する結果 を画面に表示 して、該当する

文書 を表示できるようにする。

(2)「 イ ンデ ックス作成 と全文検索」の機能

検索対象 となる文書 に対 して、全文検索エンジンによる検索 と文書のテキス ト化

を行 う。

特定のデ ィレク トリに格納 された文書は、全文検索エンジ ンによりイ ンデ ヅクス
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化 されると共 に、位置情報抽出のためテキス トデータとして保存され る。一連の作

業 は全文検索エ ンジンによって実行 される。

テキス ト形式以外の文書 については、全文検索エ ンジンにて扱 うためにフィルタ

プログラムを利用 して各形式の文書 をテキス ト形式に変換する。

(3)「 住所情報抽出 と位 置座標関連付 け」の機 能

検索対象 となる文書 と地図を結びつけるには、それぞれの文書 に含 まれる住所 に

関連するキー ワー ドを抽出 し、対応 する位置座標 と関連づ ける必要 があ る。 これを

実現 させ るためには フィルタプログラムによってテキス ト形式に変換 された文書か

ら住所文字列 を抽出 し、位 置座標 を付加 すれば良い。具体的 には以下 の機能が必要

となる。

・文書を解析 して、含 まれる住所情報を抽 出する。

検索対象 となる文書を形態素解析 して、住所 ・地名 と該 当する単語 を抽 出する。

・抽 出 した住所情報に該当する位置座標 を関係付け る。

抽出 した単語を、住所情報 と位置座標 が格納 されているデータベース に対 して

検索を行 う。

・住所情報 と位置座標 をデー タベースに格納する。

検索の結果 を住所情報 ・座標情報 ・該当する文書名のフィール ドを持 ったテー

ブルに格納 する。

(4)利 用する地図 と住所情報

今回はプロ トタイ プの開発 であるため、利用 目的による地図の条件 は特 に制限 さ

れないが、画面 に表示 した時の見やすさと住所デー タの充実度か らZ・MapTownII

の愛知県瀬戸市の地図を利用 した。

住所データにっいては、検索対象 となる文書中か ら地名、住所 といった空間上の

位置特定が可能なキーワー ドか ら対応する位置座標 を特定 するために必要 となる。

一般的に地名
、住所 とい ったキーワー ドを扱 うデータベースは存在 するが、これ に

位置座標が必要になるため、今回はデジタル地図の属性情報 を利用 した。

(5)処 理の流れ

プロ トタイプはこれまでに述べた3つ の機 能をまとめたもの とな り、全体の処理

の流れは次のようになる。
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①地図表示 とユーザーインターフェース

地点から検索 住所 から検索 キーワードか ら検 索 国
↓ ↓ 〆

一 一

一
検 索 処 理 結果表示

②文書のインデックス

作成 と全文検索

検索対象文書管理

▼十
該当文書の表示文書 のインデックス作 成

③住所情報抽出と

位置座標関連付け

▼

住所情報抽出 ) 位置座標関連付け

図2-2処 理の流れ

各機能におけ る処理は利用者に対する処理(太 線 の枠で表示 されてい る処理項 目)

と、内部で行われる処理 に分け られる。

全体的な処理 の流れは、利用者による検索 と結果の表示、検索対象文書の管理 と

インデックス作成 に分かれ る。

(6)デ ータの流れ

プロ トタイプで扱 う文書データは利用者が検索 を行 う前の事前作業 としてサーバ

側で処理される。データの流れは以下の通 りであ る。

①検索対象 となるファイルは予め指定 されたフォルダ内に格納 する。

②全文検索エ ンジン内のフィルタプログラムによ り各形式の文書をテキス ト化 す

る。

③テキス ト化 された文書をインデ ックス化 して全文検索エンジン内に格納す る。

④テキス ト化 された文書か ら住所、地名に関するキー ワー ドを抽出 し、住所デー

タとマッチングを行 う住所情報を生成する。

⑤生成 された住 所情報 をデータベースに格納 する。
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(7)利 用ハー ドウエア

利用者はWindowsパ ソコンの使用を想定 し、プロ トタイプはWindows環 境で作

成 する。 ただ し、文書か ら地名 を抽 出して位置座標 と関連づける機能 については利

用ソフ トの関係 で今回はLinuxを 用いた。

2.4プ ロ トタ イプ の 利 用 イ メ ー ジ

2.4.1プ ロ トタイプの起動

プロ トタイプの起動は実行 プログラムのアイコンをダブルク リックすることにて行 う。

プログラムは検索作業 を行 う検索 ソフ トと、文書データのメ ンテナ ンスを行 う管理 ヅー

ルに分かれ る。

2.4.2検 索 ソフ トの機能

(1)基 本画面

検索 ソフ トの基本画面はGISソ フ トによる地図が表示された ウイン ドウと各検

索機能 を利用するためのメニュー ウイン ドウ(画 面左上)に よって構成 され る。

㌧亀 ⑤

癒 論 難 涙

惣 珍夕 三磁'
,:マ 馳、

環講
本

酉
は ・1

図2-1基 本画面
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(2)メ ニュー画面

検索等の操作は基本的に全てメニュー ウィン ドウに表示されているボタンによっ

て行 う。

図2-2メ ニ ュー ウ ィン ドウ

(3)検 索結果 の表示

住所指定 による検索、地点指定 による検索、 キーワー ドによる検索 において検

索結果の表示は全て同 じである。

検索結果については、 ヒッ トした適合率 と文書のファイル名が ウィン ドウに表

示 される。結果表示 ウィン ドウの各結果項 目をダブル クリックする と、該 当文書

が表示 される。

還 興 戻._.,一 ー 一 寸ie2s・ 禽 一89・2ア…

滅 一 ー 一 滋 一一 ・{縦w簗 頴ll熟熟§簗ぽ黛灘

図2-3該 当文書の表示
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2.4.3管 理 ツールの機 能

文書メンテナ ンスは、検索機能 とは別の プログラムで実行 され る。

「管理 ヅール」を起動することによ り、検索対象 となるの文書のフォルダ指定 と、イ

ンデ ックスの作成、更新作業 を行 う。

2.5ま と め

2.5.1プ ロ トタイプ作成 に よって得 られた効果

プロ トタイプ作成 によ り得 られ た効果は次のようなものであ る。

① 文書の地図上への配置

文書を地図上に配置できるため、対象 となる地域 と文書の関連性が認識 しやす

くなる。

②2つ のデータベース を意識せずに利用で きる。

内部的にGISの デー タベース と全文検索エ ンジンのデー タベースを用いてい

るが、利用中にユーザーが意識することはな く、GISが 全文検索機能 を持ったか

のように動作することがで きる。

③ 文書 と地図の関連付 け作業が不要。

従来のGISで は、文書の内容か ら位置情報 を確認 し、地図上の位置を登録する

必要があ ったが、今回の システ ムでは 自動的に登録 されるため、関連付けの作業

が不要である。

④ 文書の登録を簡単に行 うこ とができる。

文書の登録は、指定 した フォルダにデータを保存 することで検索対象 となる。

特別 に内容を登録 する必要はな く使用で きる。

⑤ インデ ックス作成は簡易な操作で行 える。

全文検索のイ ンデ ックス作成 は管理 ツールのボタ ンを押すだけで、作成が可能

である。文書の変更 ・追加 ・削除はプログラム内部で判断を行い、 インデ ックス

内容の更新が行われ る。

以上の成果によ り、当初の 目的 としていた機能を達成 するこ とができ、これにより、

GISと 全文検索の連携 のプロ トタイプ として一定の成果 を得 たと考 える。

2.5.2今 後の展開 に向けて

今回のプロトタイプ作成 において は、一つの市域内の限 られた区域を対象 としたデー

タで、町丁 目レベルの住所情報 が含 まれているものを用いた。今後は、番地 レベルの内

容を含んでいるものを対象 とするこ とや、 よ り対象範囲を広げることも考え られる。
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将来 的な展開 としては、紙文書 をスキャナーで読んだものも対象 とし、よ り包括的な

文書管理 システ ム と展開 してい きたい。さらに、今回のシステム構成ではクライア ン ト

/サ ーバー形式 としたが、 文書の共有化 を進 めるためにもウェブ型のシステム構成 とし

て展開を図 りたい。

今回のシステ ムで重要 なデータ となったのが、地名 と位置座標 に関するデー タである。

今 回は住居表示 まで得 られ る住 宅地図を用いた。今後は、駅名や通称名 までを含んだ 「地

名一位置座標辞書」の整備 が望 まれる。

新 しい技術 に対応 した高速で正確な連携 システムの構築を進め、入力の負担 が少ない

データのシステ ムを進めて いきたい。





3.情 報 可 視 化 に よ る ドキ ュ メ ン ト構 造 化 の

調 査 研 究

(株)日 本 総 合 研 究所





3.情 報 可視化 による ドキ ュメ ン トの構造化の調査研 究

3.1事 業 の 目的

キーワー ド作成 をは じめ とする、 ドキュメン トオーサ リングにあた り情報可視化技術

によって支援する方式に関 して調査 ・研究を行 う。

ここでの可視化 とは、情報のスナ ップショットをグラフィカルに表示することではな

く、ユーザ とのイ ンタラクションによってさまざまな側面や抽象度か ら表現 される情報

が動的 に変化 し、それを適切 な様 式で表現する機能を指す。

3.2イ ンター ネ ッ ト上 の情 報管理技術

可視化の技術をインターネ ッ ト上の情報管理への適用 とい う観点で見 ると、まず、以

下の2つ の局面が考え られ る。

・イ ンターネ ッ ト上 の情 報 収集

・イ ンタ ーネ ッ ト上 の情 報 オー サ リング

インターネ ッ ト上 の情報 の情報収集に関 しては、自動巡回ソフ トや プリフェヅチャー

と呼ばれる自動収集用のソフ トウェアが開発されている。 それ らのソフ トウェアの大半

は、収集 目的のURLを 再帰的に収集する機能 を持っている。

情報収集で問題 になるのは、 ドキュメン トのコンテ ンヅ とロケー ションに関連する問

題である。

コンテ ンツの把握は、 ドキュメン トの内容解析、すなわち ドキュメン トオーサ リング

技術 との関連を検討する必要がある。 ドキュメン トオーサ リングは、情報検索や仮説生

成 ・検証 と深い関連性 を持 っている。ゆえに、 ドキュメン トオーサ リングの可視化技術

による支援は、情報検索や仮説生成 ・検証への可視化技術 の導入 ともいえる。

インターネ ッ ト情報の可視化 とい う観点 からは、情報検索のための可視化に加えて、

次の2種 類 の可視化手法が特に研究 されている。

・参照 リンクを持 つハイパーテキス トとしてのWebサ イ ト

・あるURLを 起点 と したWebペ ージの集合 としてのWebサ イ ト
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前者の場合 には検索条件 に合致するWebペ ー ジの集合 を求めるだけでな く、検索結果

のWebペ ー ジと参照 ・被参照の関係にあるWebペ ー ジの集合 を求めた り、多数のWeb

ページと参照 ・被参照 の関係 にあ るWebペ ー ジの重要度を上 げて順序付ける方法が知 ら

れてい る。

後者の可視化 としては、Webサ イ ト紹介のためのヘルプ機能 として提供 される、サイ

トマ ップのさまざまな手法 などが含 まれている。 このような可視化では、一般 にペー ジ

を節点 に、 リンクを枝 に対応 させ たグラフ構造の可視化手法 と考え られ、焦点 ・文脈化

手法 を適用 したものが多数存在する。

Webペ ー ジのメタデータに関 して も、以下のようなイ ンターネッ ト特有のものがある。

・Webペ ージの内容を多 くのユーザが評価することで、そのページの有用度が推定

で きる。

・Webペ ージは内容の更新頻度が高いペー ジが多いため、更新履歴や最終更新 日時

が重要である。

前者は、協調 フィルタ リングと呼ばれる技術で、ニュースグループ記事の評価 をメタ

データ として可視化 を適用 した システムPHOAKSな どで使われている。後者の例 とし

ては、いわゆるプッシュ技術によって更新 された内容 を記事単位で提供するシステムや、

フレッシュアイのような過去1ケ 月以内に更新 された情報のみ を対象 としたインターネ

ット検索エンジンに利用 されてい る。

3.3可 視化基本 技術

可視化を支える基本技術 として、グラフィックライブラ リ、データ表現、そ して ドキ

ュメン ト処理技法等がある。本章で概説 を行 う基礎技術は、以下の技術である。

・グラ フ ィ ヅクラ イブ ラ リ

・デー タ表現

一一次 元、 二 次元 、三 次 元

一多 次 元

一木

ーネ ヅ トワ ー ク

・ドキュ メ ン ト処 理 技 法

一日本語 パー サ ー

ーベ ク トル ドキ ュメ ン トデー タベ ー ス
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一デ ー タベ ース管 理 シス テ ム

ー統 計分 析

一ニ ュー ラル ネ ッ トワー ク

これ らの技術 のうち、グラフィックライブラ リやデー タ表現は ドキュメ ン トオーサ リ

ングに限 らず、可視化全般 に関与する技術である。また、 ドキュメン ト処理技法は ドキ

ュメン トオーサ リングに特有の技法である。ベク トル ドキュメン トデータベースは、 ド

キュメン トの特徴 をベク トル量 として表現 し、データベース化する技術 である。ベ ク ト

ル ドキュメ ン トデー タベースは、 ドキュメン トの可視化、分類、類似検索などに有効 で

あ る。 ドキュメン トを構造化 されたデータ として取 り扱う際には欠かせない技術である

と考え られる。

デー タ表現や ドキュメン ト処理技法に関 しては、ここ数年大 きな進展はない。

一方
、グ ラフィックライブラ リに関 しては、ハー ドウェアの低価格化 に伴って、高性

能なグラフィックライブラ リが利用可能 になっている。

3.4タ ス ク とユ ーザ

ドキュメン トオーサ リングにおける情報構造化の各要因か ら要求される機能 と、ユー

ザの目的に関する概観 を行 う。

3.4.1ド キ ュメ ン トオ ーサ リングにお1ナるタスク

ドキュメン トオーサ リングという視点でユーザニーズを考えると、以下の二つのニー

ズが考え られる。

・ナ レッジマネジメン トか らのニーズ

・情報 ブラウジ ングにおけるニーズ

ここでのナ レッジマネ ジメン トとは組織 内部、および外部の情報を収集 し、 そこから

形式知を得て、組織内部に配布 し、ユーザか らのフィー ドバ ックに基づいて知識を洗練

化 する作業 を指 す。

3.4.2可 視化 に おけ るユ ーザ特性

可視化 システムの もう一つの側面である、ユーザに関 しての概観を行 う。

一口にユーザ といって も漠然 とした対象であるので、ここでは、企業 におけるナ レッ

ジマネジメン トを主軸 におき、ユーザとユーザの必要 とす る機能 との対応付 けを行 う。
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(1)経 営者

・組織内外の知識を概観で きる機能
。

・注 目を払 うべ き事象が発生 した場合
、それをユーザに迅速 に知 らせる機能。

・経営者の問題点 と、対象を結び付 ける機能。

(2)情 報管理者

・公式および非公式の情報を大量に獲得する機能

・パ ター ンを検出 し、大量の情報の意味を把握する機能

・情報源を系統的に編成する機能

・必要な際、アクセスで きるように情報を保存する機能

・保存 した情報を使用 して レポー トを作成する機能

・裏付け情報 をユーザの求めに応 じて利用で きるようにする機能

・必要に応 じて、 アクセスできる形 でレポー トを保管 する機能

(3)一 般ユーザ

・情報源を系統的に編成す る機能

・必要な際、アクセスで きるように情報を保存す る機能

・保存 した情報を使用 して レポー トを作成する機能

・裏付 け情報 をユーザの求めに応 じて利用で きるようにする機能

・必要に応 じて、 アクセスで きる形 でレポー トを保管 する機能

3.5可 視化技術 とツ ール

3.5.1可 視化技術 の タキ ソ ノミー(分 類)

情報可視化技術 に関 して、以下のような分類 が考え られる。

・基礎理論

・空間表現

・ユーザ ・システムイ ンタラクション

・ツール、オブジェク ト

・焦点化 と文脈解析

・情報可視化 に向けたデー タマイニ ング

・ユーザの作業支援 ツール と しての可視化

・アプ リケー ションとインプ リケーシ ョン
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3.5.2焦 点 ・文脈化

ユーザが膨大 な情報を取 り扱 う時に、いかに して情報の中か らユーザの見 たい ところ

だけを見せ るか とい う問題がある。この問題 に対する解が焦点、文脈化である。焦点、

文脈化を行 うシステムの例 として、 ドキュメ ン トレンズ、マジ ック レンズ等 が提案 され

てい る。 ドキュメン トレンズとは、二次元平面上に配置 したページを三次元的な遠近法

で投影するものである。 ドキュメ ン トレンズは、ユーザが興味をもっているページを読

むためのツール として使用され る。ユーザは各ペー ジとそれに隣接 するペー ジを{府敵す

ることで、大域的な特徴 をもとに興味のある箇所を特定することがで きる。ユーザ レン

ズをよ り柔軟 に制御で き、 またレンズによって注 目している部分に情報を表示できるよ

うに したツール と してマジヅクレンズがある。

3.5.3イ ンタラクシ ョン

ユーザが画面を操作 し、操作結果をデータテーブル、あるいは可視構造 にフィー ドバ

ック し、再び、画面表示 に反映させることをイ ンタラクションと呼ぶ。

イ ンタラクションは以下に大別で きる。

・動的質問

・動的分析

動的質問 とは、画面の操作 をデータベースへの問合せに変換することによ りインタラ

クシ ョンを提供 することである。可視化の対象 となるデータは階層的になっている場合

が多い。動的質問は、生データに近い階層 に対 して問合せ を行 う手法である。動的分析

は画面の操作によ り、データを分析 し、分析結果 を画面に表示する手法であ る。イ ンタ

ラクションに求め られるユーザか らの要求は以下が考え られる。

・システムの反応の良 さ
。

・間違 った指 示を与えた時の回復機能。

・ユーザが与えた指示を蓄えるヒス トリー機能
。

・表示された情報 と、実際の対象 と対応性の良さ。

3.5.4ド キ ュメ ン ト可視化

本章では、 ドキュメン トの可視化 を行うシステムが幾つか紹介 する。

・サル トンのシステム

サル トンは、ドキュメン ト内容 を ドキュメン トに含 まれる単語 を用 いてベク ト

ル ドキュメ ン トデータベース化 を行 った。ある本の各章の内容 を単語ベ ク トル
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で表記 し、各車 ごとの類似度をベ ク トル空間分析で計算 した。サル トンのシス

テ ムでは、各章を円上の点 にマ ッピング し、類似度の高い章の間に線 を引 くこ

とで、章 ごとの関連を可視化 している。

・リンのシステ ム

巨大な ドキュメン ト集合 を扱 うために、関連する ドキュメ ン トを同士 を空間的

に近い位置に配置することが考え られる。リンは、 ドキュメ ン ト集合 をこのル

ールに従 い二次元空間に配置す るシステムを開発 した。リンは 自己組織化 マ ッ

プを用いて ドキュメン ト集合の可視化を行 った。

・Galaxy ,ThemeScape

GalaxyとThemeScapeは 、文書の集合 を可視化するヅールである。Galaxy

とThemeScapeは 、 ドキュメ ント集合の概観 を3次 元空間に図示することを

目的 としてお り、下記共通のアルゴ リズムを用いて ドキュメ ン ト空間の可視化

を行 っている。3次 元 レイアウ トアルゴ リズ ムを用いて、高次元空間で特徴付

けられる ドキュメン ト集合のクラスタ リングを行 う。クラスタの重心は、レイ

アウ トアルゴ リズムの入力 とする。レイア ウ トアルゴ リズムは主成分分析ある

いは、多次元尺度法が用い られ る。 ドキュメン トを、クラス タの重心近 くに配

置することで可視化を行 う。Galaxyは 星空のメタファであ り、ThemeScape

は風景のメタファである。

・GalaxyOfNews

GalaxyOfNewsは 、ニュー ス記事を探索するためのツールであ る。大規模 な

ニュース記事の空間を探索 し、探索 の結果、一つの目的とする記事を探 しだす

ための可視化 システムであ る。ユーザは、対話処理 を行 うことによ りニュース

情報の空間か ら欲 しい情報 を検索する。

ドキュメン ト可視化の核 となるのは、キー ワー ドやテーマ といった ドキュメ ン

トの内容を表現 する特徴量 と各 ドキュメ ン トの表示方法、ドキュメン ト間の関

係の表示方法である。多 くの システムや技法では、 ドキュメン トや キーワー ド

を平面や空間上の点 とし、ドキュメン トやキーワー ド間の関係は線 として表現

され る場合が多い。ここでの、点 一線アナロジーはユーザ に とって直感的に理

解可能 なアナ ロジーであ り、ドキュメン ト情報可視化 における最 も代表的な技

法である。空 間上に各要素を配置するアル ゴ リズムに関 しては、一般的なアル

ゴ リズムはない。学習 アルゴ リズムが想定 したモデル と、ユーザの認識が一致

しない場合、往々に してユ ーザの情報理解 を阻害する可能性がある。
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3.5.5イ ンフ ォメーションア ウ トライニ ング

ドキュメ ン ト集合 に付与されたメタデータと、検索 式を満足す る ドキュメン ト集合か

ら動的 に計算 され る特徴 を利用 して、本文を一切読 まないでも望みの ドキュメン ト集合

に絞 り込 めるような可視化が 目標 となる。 このような ビューをも とに、情報 のズーム1

フィルタ機能 と、ナ ビゲーションを支援する機能 とをビュー上の直接操作 と して実現た

ものをイ ンフォメー ション ・ア ウ トライニ ング と呼ぶ。

インフォメーシ ョン ・ア ウ トライニ ングでは次のようなことを重視 している。

・要素間の個 々の関連よ りも、現在注 目している要素集合全体 あるいはそれ らの部

分集合 の和や差が どういった特徴を持つかを多面的に可視化す る。

・動的質問 と同様 にある観点 に対応するビューでの直接操作 によって他の観点の ビ

ューが どう変化するかを効果的 に可視化する。

・互いに関連す るビューを関連付 け、特定 の分野やタスクごとに異なるビューの集

合 を設計 してソ リューシ ョンを実現する。

3.5.6ソ フ トウェア可視化

大規模なコンピュータプログラムは非常に複雑であ り、その保守の困難性は よ く知 ら

れている。大規模 システムを理解、変更、修正するには、時間 とコス トがかか る。大規

模なプロジェク トが保守状 態になると、 プログラマの生産性 は低下、エ ラーの増大、プ

ロジェク トの遅延がおこ りやすい。設計書の更新は行われずに、 ソースコー ドのみの変

更を行 うことも行われ、 ソースコー ドが唯一のシステムの動作 を記述 する ドキュメン ト

になることもある。結果、システムの動作を理解するためにソースコー ドを読むことに

膨大 な時間を費やすことになる。

AT&Tで 開発 されたSeeSoftは 、 プログラムソースコー ドの可視化 を目的 として開発

されたア プリケー ションである。 プログラムの各行を細長い線 にマ ヅピングす ることで

可視化 を行い、5万 行程のコー ドを同時に分析で きる。

3.5.7オ ーサ リングツール

マルチメデ ィア情報のオーサ リングでは、情報の作 り手が伝えたい情報 に意味をどの

ように表現するか ということと同時に、いかに簡単に情報を生成で きるか といった課題

について も考える必要がある。マルチメディア情報のオーサ リングツールが可視化シス

テムに示唆 を与 える点は、主にその操作性 に関する点 である。マルチメディアオーサ リ

ングヅールにおいて、 さまざまな操作モデルが採用されている。伝統的なグラフィック

ツールで採用 されてい る操作か ら、ユーザの 日常生活 のメタファに基づいた操作 まで、

数多 くの操作が提案 ・開発 されている。
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3.6イ ンタ フ ェ ース モ デ ル

(社)人 間 生 活 工 学 研 究 セ ン タ ー ユ ー ザ イ ン タ ー フ ェ ー ス 設 計 委 員 会 の

SIDE(StructUredUserInterfaceandEvaluationMethod)プ ロジ ェ ク トに よるユ ー ザ

イ ンタ フ ェー スガ イ ドラ イ ンにお け るユ ーザ イ ンタ フ ェー ス の設計 項 目 と して以下 の項

目群 が挙 げ られて い る。

全体的なこと

・ プロセス

・ 楽 しさ

・ 達成感

・ 信頼性

・ 安全性

・ 透明性

・ 異文化対応

・ ユニバーサルデザイン

・ ヘルプ

ユーザインタフェースの構築

・ 構造化

・ 情報入手の効率性

・ 理解の しやすさ

・ 可視化

・ 操作性

システムの把握

・ システムの把握

・ タスクの明確化

ユーザ

・ 対象ユーザの明確化

'ユ ーザ レベルへの対応
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3.7結 語

本報告書では、イ ンターネ ッ ト上の情報収集、特に ドキュメン トオーサ リングを可視

化 によって支援するためには、いかなる機能 を可視化技術が提供で きるか とい う視点で、

既存技術 の調査 と分析 を行 った。その結果 として、インタフェースモデルの提案 を行 い、

さらにそのインタフェースモデル に関 して、ユーザ ータスク ー機能 といった視点で対応

付 けを行った。

本事業 では、可視化適用の範囲を限定 して作業を行 った。その限定 された範囲あって

も、可視化 システムの レパー トリーは多 く、今後、その範囲は さらに多様化 するもの と

予想 される。現時点 においては、可視化 で求め られる基本機能や既知機能を整理 して ヅ

ール と して適用 し、その上 にさ らに高度な機能の構築 を試み るといったアプローチが、

妥 当であろうと考 える。
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4.先 端産業の企業検索用シソーラス作成 と

企業検索システム構築

(株)日 経 リサー チ





4.先 端産業の企業検索用の分類シソーラス作成と企業検索システム構

築

4.1概 要

新産業の抽出 ・分析 を行い、その中か らイ ンターネ ッ ト産業 に関する新 しい産業業種

分類の体系を構築すると共に、様々な角度か ら目的企業 を探 し出せる企業検索用の分類

シソー ラスの作成、それ らを用いた企業検索 システムのプロ トタイプを制作 した。

4.1.1目 的 ・

本 プロジェク トは、様 々な角度か ら目的企業 を探 しだすことがで きるまった く新 しい

企業検索のための分類 シソー ラスを作成すること、そ してそれを用いた企業検索 システ

ムのプロ トタイプを作成 することにある。作成 された辞書や ソフ トが企業等で活用され

ることにより、企業間の情報交換、業務提携が活発化する一助 にな り、我が国産業の発

展に寄与することを 目的 とする。

4.1.2実 施 内容

本 プロジェク トは以下の3つ の フェーズにより遂行 した。

①21世 紀を担 う新産業 の実態調査

②企業検索用 シソーラスファイルの作成

③企業検索システムの プロ トタイプ 作成

4.2実 施体制

まず、研究の方向性を定め るとともに、経過 中の研究課題 や成果物 についてのア ドバ

イス を与 える専門委員会 を設置 した。

その専 門委員会 の下に研究調査 グループとシソーラス開発グループの2つ のワーキ ン

ググループを設置 した。研究調査 グループは、内外の文献や有職者のヒヤ リング等を通

じて新産業分類の構造 を整備 し、新体系の理論的な基盤 を構築 した。

また、並行 してシソー ラス開発 グループは、 シソーラスの技術的側面を再検討 し研究

調査 グループの成果を取 り入れ、絞 り込 まれた先端産業分類 に該当するシソーラスを作

成 した。その うえで企業検索 システムのプロ トタイプを構築 した。
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4.3新 産業の実態調査

21世 紀を担 う新 産業の実態調査 を行った。方法 としては、新産業 に関する内外の文

献やデータを探索する とともに、学識経験者や協会 ・団体の有識者への ヒヤ リングを実施

した。その結果に基 づき、本研究の対象 とする新産業分野を確定 した。

4.3.121世 紀 を担 う新産 業分野

80年 代の後半の予測では、経済発展 を牽引する技術革新 と して、マイクロエ レク トロ

ニクス、新素材、バイオテ クノロジーの3つ の分野が挙げ られていた。これ らの21世 紀

を担 う主要な産業の中で、新 しい技術に伴 う急速な展開のため、産業 としての明確な定

義ができていない とい う点で、対象分野 として情報 ・通信分野を選択 することとした。

4.3.1.1情 報 ・通信分野 の定義 のための情報

本研究で対象 とする情報 ・通信分野 とはどのような分野であろ うか。情報通信(IT)

は広 く用いられる用語であ りなが ら、明確な統一された定義が存在 していないのが現状

である。

4.3.1.2情 報 ・通信分 野の定 義情報

イ ンターネ ッ トの急速 な拡大は、企業間電子商取引、財 ・サー ビスのデ ィジタル配送、

有形財の小売 といった関連産業 すべてに影響 を与える。情報通信(IT)革 命 とは、「1990

年代半ばに始 まったパ ソコンとインターネ ッ トの融合 による情報産業の大衆化 」という

定義があるように、情報 ・通信産業のコアになるテクノロジー として、インターネ ッ ト

を無視することはできない。

そこで、情報 ・通信産業 のうちでも特にインターネ ッ トに関連する分野を対象 として

取 り上げ、新たな産業分類 を検 討することとする。

4.3.1.3本 研 究に おける着 目点

本研究 における着 目点 と して中小企業 を取 り上げ、産業分類 においては、新 しい形で

インターネ ットビジネスに参加 す る中小企業 を的確 に捉えるものと して いきたい。

4.3.1.4ま とめ

21世 紀を担 う主要な産業 であ り、さらに新 しい技術 に伴 う急速 な展 開のため、産業 と

しての明確な定義ができていない という点で、対象分野 として情報 ・通信分野を選択す

ることとした。そ して21世 紀を担 う主要産業であるインター ネッ ト関連産業 に関 して、

実用的な新 しい企業検索 システ ムの原型を構築 していきたい。

P
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4.3.2新 産業 分類 の作成

従来の産業分類で は、補い切れない21世 紀 を担 う新 しい産業 をカバー可能な産業分

類 を作成することに した。

4.3.2.11T産 業 の分類

IT(情 報技術)産 業 とは何か。ネ ットベ ンチャー と呼ばれる新興企業群のみならず、

伝統的な産業に属 する企業でさえ、電子商取引の急速な普及 などそのビジネスプロセス

においてITが 不可欠な時代 であ る。そこで、半導体やコ ンピューター といったコンピ

ューター関連の製造業およびソフ トウエアやインターネ ッ ト、情報サー ビス産業をIT

産業 と、 ここでは位置づけるこ とに した。

4.3.2.2内 外 の産業分類 の現状

現在、主要な産業分類 としては、次のものがあげ られ る。 日本標準産業分類(JSI

C)、 北米産業分類 システム(NAICS)、 国際標準産業分類(ISIC)、 欧州共 同体

産業分類(NACE)で あ る。それぞれの特徴 を一言で表現す ると次の通 りである。

JSICは 、他の産業分類 に比べ、豊富な分類項 目を持つ。NAICSは 、他の産業

分類がモノやサー ビスか らみた産業分類なのに対 し、生産工程に基づ く産業分類 とい う

特徴を有する多国間産業分類である。ISICは 、国連の統計部が作成 したこともあ り、

二次改訂版が49カ 国、三次改訂版が93カ 国で使用 されてお り、広 く世界で普及 して

いる。 また他 の産業分類はISICと の国際比較性 を意識 して作 られている。NACE

は、ISICと 同一の大分類を持ちながら、下部 の階層が よ り詳細なものにな っている。

この中でも比較的情報の入手が容易なJSICお よびNAICSをIT産 業 ツ リー構

築の際 に参考に した。

4.3.2.31T産 業 ツ リーの作成 および体系化

内外の産業分類の現状の把握 をふ まえ、21世 紀 を担 う新産業 のための産業分類の作

成および体系化 と、企業検索 システム向けの業態ツ リーの作成を行った。IT産 業 ヅ リ

ーは、専 門委員 による助言を受けながら、第一次案か ら三度の変遷を経て、その構成 を

決定 した。

4.3.2.41T産 業 ツ リー

IT産 業 ヅリーの作成および体系化で述べたプロセスを経て、IT産 業 ツリーは完成

をみたが、各項 目の主要分類は次の通 りである。

インターネ ッ ト産業は、Web上 のサー ビス、Web上 の流通、その他のインターネ

ッ ト産業 という中分類で構成 されている。

インターネ ッ トイ ンフラ産業は、通信業、 リソース レンタル、サー ビス構築支援(技
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術)、 その他のインターネ ッ トイ ンフラ産業の4中 分類で構成 されている。

ハー ドウエア等周辺産業は、 ソフ トウエア、ハー ドウエア、半導体デバ イス、その他

のハー ドウエア等周辺産業 といった中分類を有する。

IT産 業ヅ リーを補完 する業態 ヅ リーは、企画・開発、製造、流通、サービス といった

業態の下 に、それぞれ下位語を有す る。

4.41T産 業検索用 シ ソー ラスの作成

本作業では、インターネ ット産業の品 目分野 に特化 したシソー ラスを作成 した。本 シ

ソー ラスでは、IT関 連企業の動 きを伝 える用語を抽出 して、一度の検索で最大限の情

報を引 き出せ るヅールの役 目を担 うことを目的と した。

4.4.1シ ソーラスの構成

シソーラスは以下の要素 で構成 され る

① キーワー ド

②優先語 と非優先語

③上下関係

④体系的表示

4.4.2用 語の収 集 ・選 択

最新の情報が得 られるという観点 か ら、 日経産業新聞2000年1月 か ら2000年

10月 に掲載 されたインターネ ヅ ト関連記事か ら主要 な用語 を抽 出 した。その他にもい

くつかの出版物を参考 に した。

4.4.3用 語の分 類作 業

シソーラス作成は、抽出 した言葉 の中か ら意味 ・概念の似通 った用語を探 し出すこと

が基本である。従 って、対象 となる用語 をその主題によって分類 する作業 をここでは行

った。

4.4.4用 語の階層 化 、同義 語の選定

ここでは、次のような作業 を実施 した。

①上下関係の設定作業

② 同義関係の設定作業
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4.4.5構 築結果 一!

イ ンターネ ット分野シソー ラス作成作業の結果、構築されたシソーラスの概要は以下

の通 りである。 シソー ラスは、 シソーラスに収録 された用語 と、用語間の2語 関係(同

義関係 ・上下関係 等)に よって構成される。

用語数1,138語

二語関係 総数1,311語

うち同義関係834語

うち上下関係477話

本事業 において企業検索 システムに搭載す るインターネッ ト関連品 目シソー ラスは、

上記の基本デー タか らすべての収録語 を見出 し語 として(シ ソーラスを検索 する際のキ

ーワー ドとなる)、 その同義語、上位語、下位語を網羅 したものである。

4.5企 業検 索 システムの構 築

IT産 業 ツリー と検索用シソー ラス辞書 といったツールと企業データベースを組み合

わせた企業検索 システムを次のようなプロセスを経て構築 をした。

4.5.1仕 様 ・検索機能の検討

下記のような課題を詳細に検討の上、企業検索システムの仕様および検索機能を決定

した。

①検索システムの基本概念

②企業を検索する際の視点

③複数の分類体系を組み合わせるメリット

④ 「業種」検索について

⑤ 「業態」検索について

⑥ 「品目」検索について

⑦その他の検索機能について

⑧検索結果の表示方法について

⑨検索システムの構成について

4.5.2シ ステム の構造

ここでは、仕様 ・検索機能の検討を踏 まえ決定 した企業検索 システムの具体 的な画面イ

メージお よび検索方法の紹介 とデータベースのフォーマッ、トを紹介 している。
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4.6今 後の課題

今回のプロジェク トにおいて、 自分が必要 とする会社 を発見する手段 として

①従来 の産業分類 を再編成 して活用

②業態(生 産、開発、販売な どの分類)の 概念導入

③事業 内容、会社の特徴 などか ら切 り出 した主要 キーワー ドの付与

など多面的な角度か ら会社 を検索で きる仕組みを構築 した。 もちろん従来型の地域指

定、社名の部分一致検索やフ リー タームによる全文検索も可能である。

代表的な企業データベースを提供 している日経テ レコ ン、帝国デー タバ ンクのCOS

MOSNET、 東京商工 リサーチのTSR-VANな どでの企業検索 が調べ たい会社の

一部 がわかっていることを前提 としたサー ビスに対 し
、本 プロジェク トは関心のある業

務や、品 目で会社を探 しだすことにポイン トを置いている。そ うした当初の 目的は一定

の成果 をあげ られた と自負 している。他 の機 能は条件 を絞 り込むための付帯的な検索項

目といってもよい。

第一のポイン トはキーワー ドの付与である。われわれは目的の会社 を探 す手段 として

全文検索 システムを採用 しなか った。企業の検索 に焦点をあてる と必ず しも有効 とはい

えないためである。良い検索システムとは過不足な く対象会社を抽出で きる仕組みであ

る。 この当た り前の事実を実現す るためにわれわれはあえて 旧来型のキー ワー ド検索を

試みた。

第二のポイン トは業種分類について脚光を浴びるイ ンターネ ッ ト関連の産業分類 を試

みた ことであ る。我が国では 日本標準産業分類が代表的な企業の業種分類 として利用さ

れているが、 この分類は事業所 を単位 としたもので、これを企業分類 に流用 しているの

が実状である。また改定には多 くの時間を必要 とし、次々 と誕生する新産業 を網羅する

ことはで きない。われわれは米国がIT産 業把握 するために、標準産業分類 に代 えて新

たな産業分類(北 米産業分類システム、NAICS)を 採用 したことに注 目、その考え

方を導入 した。

第三のポイン トは対象 となる企業データベースの構築である。今回は 日本経済新聞社

が発行する日経ベ ンチャー年鑑 をもとに検索 を試み た。もとよ り同年鑑は数多 くのベ ン

チャーをか きられたスペースに掲載するな ど本来 のデータベースに比べサ ンプル数、情

報内容 として不十分である。

今後は対象社数を大幅にふや し、調査項 目も増や してい く必要がある。 この点 につい

てはわれわれは日本の中小企業 やベンチャーにスポ ッ トをあて、企業活性化 、 ビジネス

チャンスの拡大の手助け となるような仕組みを構築 してい くつ もりである。基本的には

イ ンターネッ ト時代 にふさわ しいデータベースであ り、仕組み を考え、商用化 に向け活

動を開始 してい く予定である。今回の検索 システムをさらに拡 大 ・改良 していかなけれ

ばな らない。
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最後に今回検討 してい くなかで断念 した機能 についても再考 しなければな らない。 ま

ず企業イメージ的な観点か らの検索であ る。 また今回の作業では検索結果 を第三者 にチ

ェック してもらい、その意見を取 り入れ る余裕 もなかった。 こうしたことも今後の課題

としたい。

今後 の課題はあま りにも多 く、困難 なことも多いがひとつひ とつ解決 してい くことが

我が国の企業活性化 の一助になると信 じ事業を継続 してい く予定 であ る。

一43一



之



5.イ ンター ネ ッ ト環 境 にお け る博物館 型地 図画像

デー タベー スの構 築

(財)地 図情報セ ンター





5.イ ンターネ ッ ト環境 における博物館型地 図画像デ ータベ ースの構 築

5.1本 デ ー タベ ー ス作 成 に 当 た って

近年のイ ンターネ ットの急速な普及によって、わが国のネ ッ ト人口は2000年6月 に

は2千 万人を超え、国民の約5分 の1が イ ンターネ ットに接続 するようになった。また、

学校教育の場でも2002年 度か らの中学校 「総合的学習の時間」の導入 によ り、生徒や

学生が図書館 やインターネ ットな ど自分 の力で情報を収集 し、 問題解決のための力 を養

うように学習指導要綱が改定になるとともに、クロスカ リキュラムによる教科の枠 を超

えた学習が行なわれる。

一方、新学習指導要綱では、英語を除 く国語、数学、理科、社会の4教 科への時間配

分が減少 する といわれ る。 この ことで一般的に、学生 ・生徒の学力の低下が危惧されて

いるが、個々の教科 においてもい くつかの問題点が憂慮されている。地理教育 において

も、社会科が地理歴史 ・公民に分かれた後、多 くの学校では歴史(世 界史 ・日本史)を

必修、地理は選択科 目とする傾 向にある。 これは、少子化 による大学全入時代 の到来 と

ともに、社会科教科 の中で、地理学習の機会が少な くな りつつあるとい うことである。

イ ンターネ ヅ トの普及 とともに、ネ ッ ト空間上の距離は限 りな く近接 し、 もはや国境

が存在 しないボーダー レス時代 に突入 しつつある。 しか し、現実の世界ではいかに交通

が発達 し、国 と国、地域 と地域の時間距離が短縮 され ようとも、ゼ ロになるこ とはあ り

得ない し、地域独 自の文化は厳然 として存在 している。つ ま り、ボーダー レス時代の今

こそ、地理教育な ど国際理解のための教育が不可欠であ り、ただ単に語学力をつければ

すむ といった問題ではない。真の国際化 とは、国 と国とのアイデ ンテ ィテ ィに加え、個々

人のアイデ ンテ ィティや文化的素養が一層重要性 を増すとい うことなのである。

5.2本 デ ー タベ ース の特 徴

本データベースは、地理や地図に興味や学習意欲を持つ全ての人々に提供 され る博物

館型 ホームペー ジ 「バーチャル地図学博物館」の一部を構成 してお り、ホームページ上

の画像 ブラウジング型データベース といえるものである。このデー タベースは基本的に、

地図画像、地図データ、それ らを検索するための各種イ ンデ ックスで構成 される。通常、

デー タベース システムは、サーバー、 クライアン ト間でデー タベー スシステ ムを介 して

検索 ・表示され る。その意味では、Webサ ーバー上のデータをイ ンターネ ッ トプロ トコ

ルによ り、Webブ ラウザでクライア ン トが検索 ・表示する とい う、広義の意味でのデー

タベースシステム といえる。
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5.3バ ーチ ャル地 図学博物館

「バーチャル地図学博物館」とは、地図に関する様々な情報 を通常のブラウザで閲覧

できるインターネッ ト上の仮想博物館である。 ここには博物館 としての機能であ る、展

示、教育、研究の3部 門を配置 し、一般 の閲覧が可能な仮想展示室や図書室を配置 して

いる。博物館のメタファー として、展示室を中心 とした様々なペー ジを設置予定 してい

る。

今回、これ らの中で、「地図の歴史の部屋」と 「旧地形図の部屋」を制作、オー プンし

た。データベースに関 しては 「旧地形図の部屋」をその対象 とした。

現在、仮想博物館 は地図に関す る様 々な情報 を提供する場 として、 また他の地図情報

発信ペー ジへのポ一夕ルサイ トと して整備 ・運営 中である。

博物館は大 き く、

・イ ンフォメーション

・展示室

・図書室 ・資料室

・資料庫(ア ーカイブ)

・研究室

・ミュー ジアムショップ

な どか ら構成 されてお り、現在は展示室の一部がオー プン している。 ここでそれぞれ

のコーナーの説明 を行 なう。

5.3.1イ ンフ ォメーション

イ ンフォメーシ ョンは、研究室 とともに地 図に関する様 々な疑問や調査に対応 できる

コーナーであ る。例えば、「航空写真は どう作 るのか」の質問か ら展 示室 「地図製作の部

屋」への リンクと、各航空測量会社への リンク、国土地理院や 日本地図セ ンターなどの

基本図を作成する機 関、 どこで航空写真 を買えるのか といったシ ョップへの リンク、各

種案内までを網羅 している。 このように各コーナーにジャンプさせるため、サイ トマッ

プへはいつで も到達できるように、各ペー ジにサイ トマヅブナ ビゲーシ ョンボタ ンを配

置。現在の位置がいつでも把握で きるよう配慮 した。また、各展示室か らインフォメー

ションに戻ることも想定 されてお り、バーチャル地図学博物館の核 としての役割を持た

せている。
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地図情報センターホームベージ

バーチャル地図学博物館

エン トランス 地図の歴史の部屋

イ ン フ ォ メー シ ョン －LINKS 地図の製作の部屋

展示室 旧地形図の部屋

図書室 ・資料室 資料庫 地図の使い方の部屋

研究室
l

l姻 と地名情報の部屋訟

ミュ ー ジ ア ム シ ョ ッ プ

図5-1バ ーチャル地図学博物館 の構 造

5.3.2展 示 室

(1)地 図の歴史の部屋

世界の地図 と日本の地図の現在 までの歴史 を紹介 している。歴史的な地図の写真

とその説明、製作 に到 るバ ックグラウン ドの話題な どを提供する。地図の発展 と世

界観の変化について、 当時の文化的背景 などについて も解説する。 日本の地図 につ

いては、行基 図か ら伊能図に到 る文化的背景について解説 し、特に伊能忠敬の業績

については、わが国のみな らずヨーロッパ に与えた影響な どについて考察する。現

在伊能 中図を所有する国立国会図書館への リンクも行なうとともに、伊能ウォーク

などの関連サイ トへ も リンクさせる。

(2)地 図の制作 の部屋

過去か ら現代 までの地図製作に関わる話題 と情報 を提供 する。伊能忠敬の地図製

作手法か ら三角測量、現代の航空写真 ・衛星画像 による地図製作、そ してGIS(地

理情報システム)ま で、変遷 と技術等を解説する。

また、地図記号の変遷や地図表現 の変化な ど、比較的最近の地図の変遷な ど、地

図のDTP化 などの進展 もあわせて解説す る。
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この部屋 には、

・地形図ので きるまで といろいろな測量(測 量技術 と測量機器)

・伊能忠敬は どうやって地図を作 ったのか

・衛星画像 とリモー トセ ンシング

・GIS(地 理情報システム)と はな にか

・地形図表現 と地図記号

・コ ンピュータを利用 した地図製作

な どを設置す る予定である。

(3)旧 地形図の部屋(デ ータベース室)

今回のデ・一・・タベースを設置するデ ィレク トリである。20万 分1イ ンデ ックスマッ

プや地勢図名か ら5万 分1地 形図を検索 し、表示するものである。この旧地形 図は

地図情報セ ンター所蔵の ものを掲載 する。また、同 じく所蔵の2万5千 分1の 地形

図や、5万 分1の 朝鮮 ・旧満州の地形図 も順次拡充の予定であ る。構成 については

後述す る。

(4)地 図 と地名情報 の部屋

この部屋は現在構想中の ものであるが、地図や地名、地形の知識や話題 を提供 し

てい く。小学生 か ら大人まで、知識を楽 しく学ぶことがで きるようなイ ンタラクテ

ィブな楽 しいページを構築 してい く予定である。また、 日本や世界の珍 しい地図や

珍 しい地域案内(世 界遺産や、地理的に貴重 な場所)、 「地理 ・地図 これがNo.1」 な

ども行 う。

(5)地 図の使い方の部屋

地図の使 い方、見方について解説するデ ィレク トリである。地図の製作の部屋 と

リンク して、地形図の見方使い方、都市図、道路 図どう違 う?な どの実用的な解説

か ら、GISに よってどの ような情報が得 られるのか、その利用法な どまで、地図利

用 に関する広範な情報 を提供する。

5.3.3図 書室 ・資料室

図書室 ・資料室では、絶版になった地図 ・地理関係書籍のPDF化 など、電 子化を推

進す るとともに、新刊書籍の情報提供、地図情報セ ンター資料室での閲覧な どを有機的

に リンク し、地図資料の体系的整理を行な う予定 である。 また、地図 ・地理資料の リフ

ァレンス機能 も徐 々にではあるが充実 させてい く予定である。なお、書籍等 については

著作権 の問題 もあ り、著者 ・出版社 との協議 の上推進 してい く。
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5.3.4資 料庫(ア ーカ イブ)

地図情報センター所蔵の地図 ・地図資料にっいては、その 目録の電子化を進め、電子

リファレンスの体制を順次整え る予定である。

一方、地理研究者や教育者向けのコンテ ンヅについて も、可能 な限 り充実 させてい く

予定である。例えば自由利用可能な 白地図、地理 ・社会デー タ、国旗、国歌(民 俗音楽)

(MIDI、MP3デ ータを予定)な どの提供や、地図パーヅ、オンライ ンウェアなどの提

供 も行なってい く予定 であ る。

5.3.5ミ ュージアムシ ョップ

イ ンターネッ ト・ミュー ジアムショヅプについては、現在検討 中であ り、メーカーや

書店 などとの共 同事業 と してオー プンすることが現実 的である と考えている。

5.4デ ー タベ ー ス基 本 設 計

このデータベースはデータベースのテキス ト部 と画像部、それ を表示するHTMLの

3部 で構成されている。従 って、テキス トデータベースは通常のテ キス トデータベース

で、画像 は画像作成アプ リケー ションで、それを表示するHTMLは 通常のホームペー

ジ作成アプ リケー ションで作成 し、 それ らを統合 した。

5.4.1テ キス トデ ータ

平成7年 度に実施 した 「画像付 き地図資料データベースのプロ トタイプの作成」((財)

データベース振興セ ンター、(財)地 図情報セ ンター)の 作成の際 に検討された、地図表

示要素 に基づ き以下の ような項 目でデータベース化を行 った。 い

テキス トデータベースは レコー ドに以下のフィール ドを作成 した。

・整理番号:シ リアル値であ り、ユニーク値 をとる。地図情報セ ンターの独 自番号。

・国際地域番号:100万 分1国 際地域番号 を基準

・シリーズ名:こ のデータベースの シリーズ名は 「5万 分1地 形図」である。

・図 名:図 葉の図名を現代表記、現代字形で記入 した(例:廣 島は広 島とした)

・国 名:こ のデータベースの国名は 「日本」であ る。

・地域名:こ のデータベースの地域名は20万 分1地 勢図 に準拠 した。

・縮 尺:こ のデータベースの縮尺は5万 分の1(5万 分1と 記す)で ある。

・寸 法:寸 法は内図郭寸法である。

・発行者:主 に 「陸地測量部」、「地理調査所」、「参謀本部」である。

・発行所:主 に 「陸地測量部」、「地理調査所」、「参謀本部」である。

・測量年:最 初 に測量 された年、修正測量 を行った年を記入 した。
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・修正年:修 正年 を記入 した。部分修正測図 も記入 した。修正測図に関 しては、鉄

道浦人、改測、測図の縮図、補測、要部修正、応急修正な どの修正年を記載 した。

・製版年:最 初 に製版 された年 を記入 した

・発行年:発 行された年を記入 した
。

・形 態:こ のデータベースの形態は 「1枚 もの」である
。

・図 法:5万 分の1地 形 図は多面体図法を
、昭和30年 制定 のものか らユニバー

サル横メルカ トル図法 とな った。なお、今回のデータベースには昭和30年 以降

の地形図はないので、空欄 とした。

・入力 日付:レ コー ドを入力 した 日付を自動的 に付加 した。

・訂正 日付:レ コー ドを訂正 した 日付を自動的 に付加 した。

・寄贈者:空 欄(渡 辺 光氏寄贈 のものが大半)

・受入年月日:空 欄

・備 考:特 記事項 を記入 した。「仮製版」、「新 図名」、「軍事極秘」などを記入 して

いる。

ブ 所蔵地図データベース

整理番号 番号 図記号 国際図記号

シリーズ皇

図 名

国 名

地 域 名

縮尺、

寸法

発行地

発行所

図 法

測量年

修正年

製版年

発行年

彩色数

形 態

受

シリー ズ名

目 名

国名

地域名

縮尺 寸法

発行者

発行所

図法

灘量年

修正年

製版t・

発行年

彩色数

形態

寄贈 者

受入 年月口

備

考

備考

入力日付』 コ 訂正日付紅玉ほ 入力年度[巫 痙⊆ コ

まタ

図5-2テ キストデ ータベ ースの設 計

財団法人 地図情報センター
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5.4.2画 像 デ ー タ

(1)地 図画像の撮影

5万 分1地 形図はA2判 に近いサイズ(柾 判=46.0×58.Ocm)で あ り、大型 フラ

ッ トベ ッ トスキャナのような入力装置がなければ直接取 り込むこ とがで きない。そ

こで、 カメラによる撮影を介 して入力する方法を採った。

今 回は、地図の撮影に通常のフィルムタイプ一眼 レフカメラを使用 し、ポ ジフ

ィルムで撮影、現像後のフィルムをフィルムスキャナでスキャンする とい う従来の

方法を採用 した。 これによ り、地形 図のフィルムでの複製 も得 ることがで き、地形

図の管理が容易になった。

(2)地 図画像 のスキャ ンと補正

今回使用 した フィルムスキャナの最高解像度は2820dpiで あ り、35mmフ ィルム

を2688×4032画 素でスキャ ン、 これはデジタルカメラに換算 して約1000万 画素

に相当する。また、出力色深度は12bitで あ り、通常の色彩表現 には十分な色数 を

持つ。しか し、今回の画像データは基本的 にWeb上 で使用するものであ り、解像度

とダウンロー ドに要する時間はほぼ反比例 する。そこで、スキャン解像度は800dpi

程度 とし、35mmフ ィルム換算で1200×800画 素程度、デジタルカメラに換算 し

て100万 画素程度の解像度 に設定 した。

(3)地 図画像形 式

イ ンターネ ッ ト上で使用で きるラスター画像形式は、通常の ブラウザ表示形式で

はGIF(GraphicsInterchangeFormat)とJPEGが 主流であ る。GIF形 式は、モ

ノクロは256階 調、カラーは256色 を扱 え、通常の地形図の表現には十分であると

考えるが、今後地質図や土地利用図など、多色彩の地図や写真などを組み込んだ地

図の場合 、その表 現力に多 少の不安が残 る。 そこで、今 回は フルカ ラーを扱 える

JPEGを 地図画像の標準フォーマ ットとし、GIFは 透明化が行 える(Transparent

GIF)こ とか ら、ボタンやバ ックグラウン ドなどに利用す るこ とに した。またJPEG

は、ProgressiveJPEG形 式を採用 した。

(4)地 図画像の圧縮 と適正化

次 に行 なったのが画像の圧縮 ・適正化作業である。今回、サイ トでの表示画像は、

画面サイズ と横ス クロールの関係 から横600ド ッ ト程度 に トリミング したものを使

用 した。これ をJPEGで 圧縮 した画像は約140K程 度の容量にな り、Fireworksで

更 に圧縮することによ り平均70K程 度のファイルが完成す る。なお、現在のJPEG

方式では、地図のコンターの粗密な境界部分などにブロックノイズが発生すること
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が避け られない。これは今後、新圧縮方式の普及 などによ り、圧縮率も含めて解決

してい く可能性がある。

5.4.3サ イ トの 構 成

(1)デ ータベースへのアクセス

データベースへのアクセスは、ホー ムペー ジか らエ ン トランスに入 り、展示室の

「旧地形図の部屋」へ入室する とい う方法 をとる。 これは基本 的に現実の博物館 と

同 じである。 この部屋での地形図の検索は、一般の地図博物館 ・図書館 と同様 にイ

ンデ ックスマ ップ(及 びテキス トイ ンデ ックス)や 地図 目録の形式を とる。

(2)地 形図の検索 とインデ ックスマ ップ

地形図を検索するに当たっては、データベースエンジンを利用するもの以外に、

テキス トによるイ ンデ ックスによるもの と、 インデ ックスマ ップによるものが考 え

られる。このデータベースでは20万 分1地 勢図名による 「全国イ ンデ ックスマ ッ

プ(レ ベル1)」 を表示 し、 そこから20万 分1地 勢 図に含 まれ る16(4×4マ トリ

クス)の 地形図名インデ ックス 「地勢図イ ンデ ックスマ ップ(レ ベル2=130面)」

に移動することに した。ここでは、ベースをテー ブルタグに、その中に表示する地

勢図名はGIFデ ータ(チ ップ)」 によって表す こととした。

地勢図インデ ックスマ ップ(レ ベル2)は 、テー ブル構造が単純なため、全てHTML

のテーブルによ り作成 した。テーブルは、4×4の 地形図名 テーブル と、その周辺の

地形図名、周辺 の地勢図イ ンデ ックスマ ップに移 動するためのGIFナ ビゲーシ ョン

ボタン(方 向矢 印)、全国インデ ックスマ ップに戻 るためのボタンな どで構成 されて

いる。また、現在、全国イ ンデ ヅクスの どこにいるかを表示で きるミニアイコ ンを

作成中で、公開時 まで に設置可能予定である。

(3)地 形図の表示

地形 図を表示するにあた っては、地形図を含んだ情報ペー ジ 「地形図ペー ジ(レ

ベル3)」 を表示させ る方法 とした。

なお、地形図ペー ジ(レ ベル3)で は、テキス トデータベースに入力され た情報

の うち、整理番号、国際図記号位 置、シ リーズ名、図名、国名(日 本 に固定)、 地域

名(主 に20万 分1地 勢 図名)、 縮尺(5万 分1に 固定)、 発行者、発行所、測量年、

製版年、修正年、発行年、備考 を表示する。また、隣接の地形 図ペー ジ(レ ベル3)
ペ

へ移動するための移動ボタン、地勢図イ ンデ ックスマ ップ(レ ベル2)へ の移動ボ

タンを設置する。
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5.5本 デ ータベ ースの課題 と今後

(1)地 図等の著作権 の問題

地図 ・地図資料の提供 ・掲示に関 しては、著作権法および測量法によ り様々な制

約があ る。これ らを遵守 し、どの レベルまで地図類を提供 するかが今後 問題 となる。

特 に、地図画像 の提供 においては、一次著作権者、二次著作権者な どが複雑に入 り

組んでお り、凡例 も少な く単純 に結論が出る問題ではない と考 え られる。いずれ に

しろ、イ ンター ネ ットな どの公開の場でコンテンツを提供することによる影響を見

極め る必要がある。

(2)イ ンターネ ット環境の変化の問題

インターネ ッ ト環境は きわめて高速 に変化 してお り、その変化 に即 した情報提供

技術が必要 とされ る。また、Webサ イ ト上でのデー タベースの利用 も可能 とな りつ

つあ り、インタラクテ ィブ型データベースやEコ マースサイ トの構築が容易なWeb

サーバーシステ ムも安価に販売され始めている。

(3)コ ンテ ンヅの充実

地図画像デー タベースを含むWebの アクセス数を維持 ・拡大 させ るためには、

Web上 のコ ンテ ンツの充実が欠かせない。コ ンテ ンツの内容については、今後 とも

委員会で検討す る予定であ り、数の拡充とともに質の充実 も積極的に推進する予定

であ る。また、 コンテ ンツを表示 ・利用する技術 について も技術動向 ・導入時期 を

見極 めるための調査を継続する。
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6.地 域住宅地図情報システム 〔地域住宅GIS〕

石井測量設計(株)





6.地 域住宅地 図情報 システム 〔地域住宅GIS〕

6.1概 要

6.1.1背 景

都市の高密度化 は、土木 ・建築 技術の発達に伴いますます高 まってい る。都市の高密

度化は情報 ・商品 ・人材の集積度 を高めることを可能 にし、 この集積 した資源 を活用 し

てよ り高い付加価値 を実現 している。

このような都市は 日々変貌 してお り、管理すべき都市情報は年々指数関数的に増大 し

ている。

他方、人口の流入する大 ・中規模 の都市に対 して、人 口の流出 してい く地方過疎地域

にとって も、住民の要望事項は多様化 し、大 ・中規模都市 と同様の高い付加価値 を実現

しなければな らない。 しか し、現状の課題 として、高齢化 ・少子化問題 に代表 され るよ

うに、地方過疎地域に所在する行政機関においても、行政 サー ビスを実施する側 の人材

不足 によ り充分な住民サー ビスを遂行で きない状況になってい る。また、民間企業 にお

いて も、地域住民情報 の把握 と顧客サー ビスに日々苦慮 している。

6.1.2目 的

このたび実施 した事業は、地方過疎地域に所在する行政機 関や民間企業 において、既

存の印刷物の住宅地図情報 をベース に多様な業務に活用 している現状 に着 目し、住 宅地

図情報のデー タベース化 を図 り、一元的な管理の元、多様な業務 に対応で きる 「地域住

宅地図情報システム 〔地域住宅GIS〕 」の作成を目的 とした。

6.1.3実 施概 要

過疎地域における共有の地図デー タベース構築 を目指 し、地図 ・属性データベース双

方向か らの検索 を可能 とする 「地域住宅地図情報システム 〔地域住 宅GIS〕 」の開発を

行 った。このシステムは市販 されているGISエ ンジンとデータベースツールを組み合

わせ、地図検索結果の表示の他 に検索結果の周辺エ リアの地図印刷、属性詳細情報の印

刷 も可能であ り、行政機 関 ・民間企業 ・個人 レベルでの利用 を可能 とした。

今回構築 したシステ ムで重要 となる地図データはその地域固有のデータとい う特性上、

一度 に全域を網羅することは困難 であ り、各地域の利用者か ら要望事項 をヒヤ リング し

た上で順次作成 していかなければな らない。

とりあえず、地域 中核 都市の一部地域から着手 してい き、 プロ トタイプとして評価 し

なが ら順次エ リアを広げてい くこととした。
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6.2実 施 内 容

6.2.1実 施 ス ケ ジ ュ ール

当事業 は、表6-1に 示 す スケ ジ ュー ルで実 施 した。

表6-1実 施 ス ケ ジ ュー ル

月
実施項

H12

7月 8月 9月 10月 11月 12月
H13

1月 2月

業務分析 ・基本調査 ∈ 〉

システム詳細設計 挺 〉

プログラ ミング ∈ 〉

地図データ入力 '

システムテス ト
∈ 〉

システム稼動 ←

6.2.2実 施体 制

当事業 は、表6-2に 示す体制で実施 した。

表6-2実 施 体 制

プロジェク トチーム構成

プ ロ ジ ェ ク ト リー ダ ー

シ ス テ ムエ ン ジ ニ ア1名

1

業務分析 ・基本調査

システム詳細設計
プロジェクトサブリーダー

システムエンジニア1名

1 1
地図情報 調査員

1名

プログラマー

2名

地図入力オペレーター

3名

住民情報の調査 ・取得 システム構築 地図データ入力

計8名
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6.3シ ステ ム構 成

6.3.1ハ ー ドウ ェ ア構 成

(1)ス ペ ック

Windows95・Windows98・Windows2000・WindowsNT4 .0が 稼働 で きるCPUを

搭載 す る

パー ソナル コ ン ピュー タ

CPU:Pentium以 上

メモ リ:512MByte以 上

HD:1GByte以 上

カ ラー プ リンタ

上記Windowsに 対応 した カ ラー プ リンタ

図6-1ハ ー ドウェア構 成 の例

6.3.2ソ フ トウ ェ ア構 成

(1)基 本 ソ フ トウ ェア

OS:MS・Windows95MS・Windows98MS・Windows2000MS-WindowsNT4 .O

GISエ ンジ ン:GEOSIS・OCXV3.0

デ ー タベ ー ス ソ フ ト:MS-ACCESS2000MS-ACCESS97
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6.3.3シ ステ ム構成概要

(1)メ インシステム

GISCOTOWN(ジ スコタウン)GISCΩmmunitylZQYYN

北海道14支 庁内に所在 する市町村 をグループ化す る。

メイ ンシステム名を 〔GISCOTOWN(ジ スコタウン)〕 とする。

《GISQΩmmunity:1ΩWI>1》

(2)サ ブシステム

モデル地域 として遠紋12市 町村 を地域 ごとにサブシステ ム化 し、

それぞれ にサブシステム名を付与 する

例:紋 別市住宅地図情報システムAries

図6-2シ ステム構 成 イメー ジ
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6.3.4シ ス テ ム構 成 図

(1)メ イ ンシス テ ム

地域住 宅地 図情 報 システ ム 〔地域住 宅GIS〕

メイ ンシス テム

郡 保守

支 庁 保守

市 町 村 保守

名 称 保守

職 業 保守

国 道 保守

自動車専用道保守

高速道路 保守
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(2)サ ブシステ ム

地域住宅地図情報システム 〔地域住宅GIS〕

サブシステム

対象地区検索
地 図 検 索 処理

対象住所検索

属性情報検索処理

対象建物検索

住 所 検索

公共建物名検索

ダイレク ト検索処理一

会社 ・店名検索

一般世帯検索

=
地図情報印刷

一 印 刷 処 理

属性情報印刷

公共交通機関情報

今後の組込機能
観光サー ビス情報

医 療 機 関 情報

福 祉 支 援 情報

災 害 時 処 理

一 緊 急 時 対 応

火 災 時 処 理

公共機関情報入力

職 員情報入力

会 社情報入力
属性情報保守処理

云

店 舗情報入力

従業員情報入力
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6.4機 能

6.4.1機 能概要

● 地域地図情報 として多方面か らの検索機能

● 地図 ・属性情報双方向か らの分類検索機能

地図の分類

・ 地 区ごとに分類

・ 地 区内住所 ご とに分類

・ 公共機 関 ・施設、建物、会社、店舗、一般住宅ごとに分類

属性データの分類

・ 地 区情報、丁 目情報、建物情報 ごとに分類

・ 公共機 関情報、公共施設情報、職員情報 ごとに分類

・ 会社 ・店情報、従業員情報 ごとに分類

・ 世 帯情報、世帯員情報 ごとに分類

●住宅マ ップ機能、災害対応マ ップ機能

●地図 ・属性情報検索結果の印刷機能

●各種属性データ保守機能

● その他機能 として地番 ・住居表示地区表示機能

● 今後の組込機能 と して、公共交通機 関情報 ・観光サー ビス情報 ・医療機関情報 ・

福祉支援情報の拡張
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6.4.2シ ステム機能'

(1)メ インシステム

メインシステム画面か ら、 システム管理者の作業、一般利用者の作業 またはサブシス

テムの呼び出 しな どすべての作業 を行 う。

図6--3メ イ ンシ ス テ ム 画 面

(2)サ ブシステム

サ ブシステム画面か ら、各地域個別地図情報 ・属性情報の検索 ・印刷等の作業 を行 う。

図6-4サ ブシステ ム画面
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一
6.5業 務 フ ロ ー

地域住宅地 図情報 システム 〔地域住宅GIS〕 は、属性データの内容により公開、非

公開に大別 しなければな らず、行政機関、民間企業、一般世帯の利用形態で分けなけれ

ばな らない。そこで、本 システム導入後に利用者が個 々め属性デー タを入力できるよう

に した。 また、属性デー タの更新作業 に伴 い地図データと属性データの関連付 けに失敗

し、'不具合を起 こす恐れがあるため、あらか じめシステム管理者のみが属性デー タの更

新 を行えるようにパスワー ド管理 とした。

業務内容 としては、システム管理者が属性データの保守を行 う管理業務 と一般利用者

が検索、照会 、印刷を行 う運用業務の大 き く2つ に分かれる。管理業務は、初期導入時

の設定 ・各種属性データの入力な どであ り、基本的にはシステム管理者が行 う。運用業

務は、地図 ・属性情報 の検索、印刷 などで、一般利用者が行 う。

管理業務 は、本システムのシステム定義 とシステ ム管理者用保守処理 か ら行 う。

(1)初 期設定か ら運用開始まで

【システム管理者】

初期設定

地域住 宅GIS

イ ンス トール ⇒
管理者用パス設定

システムパス設定 ⇒
メインシステム保 守処理

サブシステム保 守処理

」
【一般利 用者 】

地図 ・属性情報

検索 ・印刷
仁

運用開始

メインシステム・サブ"システム

システ ム設定

図6-5初 期設定 か ら運用 開始 までの処 理 フロご
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6.6今 後の課題

今回構築 した 「地域住宅地図情報 システム 〔地域住宅GIS〕 」は、地域振興の一環 と

して過疎地域における住宅地図情報の不備地域 を整備 してい く事 を目標 に、その地域に

所在する行政機関、民間企業及び一般世帯の方々が手軽に利用で き、共通の地図情報を

使用することによる情報 の一元化 を図る事を 目的 とした。

しか し、地図デー タの特性上す ぐに全域を網羅する事は困難で あ り、順次着手 しなが

ら拡充 してい く事 とした。 また、ベースとなる地図データはその地域の基礎データであ

り、属性データの関連付 けによ りどのような利用手段にも活用可能の為、ある程度基本

的なシステムを構築 し将来に向けて機能の拡充を図れ るようオプション化によるシステ

ムの細分化 を行 った。

今後 システムの拡充を進めてい く上での課題 として、行政機関、民間企業、一般世帯

での共通利用を考えてい くと属性 データの公 開、非公開に大別 しなければな らない。

そこで、今回のシステ ム内の属 性データはあ くまで も建物や施設の名称 として組み込

み、行政機関の職員情報、民間企業の従業員情報、一般世帯の世帯員情報等は空欄 と し

て属性データを利用ユーザーによ り個 々に目的にあわせて入力で きるように した。

将来的には地図デー タの整備 を進めてい く上で、一市町村 内単一の利用ではな く広

域での利用を 目標 に地域住宅地図情報のネ ッ トワー ク化 を目指 してい きたい。

尚、この 「地域住宅地図情報 システム 〔地域住宅GIS〕 」は、評価 ・整備後 にパ ッケ

ージ として製品化 する予定 であ り
、以下の評価および企画 を行 った。

《評価》

この システムは当面、CD-ROM化 し販売 してい くが、将来的にデータの リアル性

や更新 に伴 う作業の繁雑 さが予想 される事か ら、イ ンターネ ッ トを利用 してのデータ配

信を検討中である。

また、現在 このシステムを稼 動するにあた り、市販 のGISエ ンジ ンやデータベース

ソフ トを利用 しているが、他のGISエ ンジンやデータベー スソフ トでのシステム運用

が可能であるか どうか評価 中である。

《製品化企画》

製品化 に向けての企画 として製 品の基本構成、オプシ ョン構成の決定やパンフレッ ト

作成、販売計画作成などを行った。
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7.阿 蘇 の楽 しみデ ジタル 図鑑作成

(財)阿 蘇町地域振興公社





7.阿 蘇 の楽 しみ デ ジ タル 図鑑

7.1概 要

日本 にお けるイ ンター ネ ッ ト人 口は20%を 超 え、政 府 のIT関 連推進施策 にて、

今後の利用 人 口は ます ます増加 する と思われ る。地 方か らの情報発信及び 町村 内 で

の情報 の有効 活用 を 目的 に、画像 情報 に よ り世界 に通用 するキー ワー ド「阿蘇」の 名

の も とに、6つ のテ ーマ、「見 る楽 しみ」、「遊 ぶ楽 しみ 」、「学ぶ楽 しみ」、「買 う楽 し

み」、「食べ る楽 しみ」、「癒 す楽 しみ」のデ ジタル図鑑 の 開発 を行 った。

情報発信 の方法 と しては、ホームペ ージ掲 載で の全 世界 に向けての発信 とCD-

ROM配 布 での発 信 を行 った。

また、阿蘇12町 村 内で の情報の有効活用方法 と して、各町村担 当者か らの デー タ

ベー ス内容 追加 を可能 に し、阿蘇の 自然資源、遺 産 を共有財産 として どう捉 えるか

を随時検討 、 またデ ータベース内容のあ るぺ き姿 と、阿蘇12町 村 内でのデー タベ

ー ス共有化 を通 じて の観 光、教育分野への展開 の可能 性 の考察 した。

7.1.1目 的

現在、情報化 は地 域 づ くりに欠かせない重要 な要 素 とな りつつ ある。今後、 阿蘇

地域 において も、行政 、産業、福祉、教育 とい った分野 でのネ ッ トワー ク化 が進 む

と思われ るが、 阿蘇 地域全体 を基本 と して、 安価 で誰 で もが活用 で きるネ ッ トワー

クの構 築が課題 とな ってい る。

具体的 には、行政 、 各種団体、企業、地域住 民が システム及 びコ ンテ ンヅの共有

化 、共同利 用 を促 進 す るこ とが必要であ る。

「阿蘇 の楽 しみデ ジ タル 図鑑」と して、阿蘇地域 の文化 、歴 史、風 土、観光、 農村

情 報、 自然情報 な ど阿蘇 の貴重 な財産 を共有財 産 と してデータベース を構 築 す る こ

とに よ り、多 方面か らの共 同利用が可能 とな り、地場 産業(観 光 、農 業、商業)を

始 め、地域の活性 化 に寄与 する。

7.1.2実 施 内容

阿蘇地域 は、年 間1,500万 人が訪れ る九州 を代 表す る観 光地であ る。そ こで

阿蘇の特色、地 域の 宝 な ど「阿蘇の楽 しみ」をキー ワー ドに、地域に とって も、阿 蘇

を訪れ る人 に とって も便利 なデー タベー スを構 築す る ことと した。

① 見 る楽 しみ

阿蘇 の名所 、旧跡 、野の花、 自然景観 な ど100ヶ 所程度 をデー タベー ス化 す

る。

② 遊びの楽 しみ

阿蘇 で楽 しめ るスポー ツ、アウ トドアな ど体験 を中心 に70ヶ 所程 度 をデ ー タ

ベース化 す る。
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③学びの楽 しみ

噸 の歴 史、神話、民族芸 能、阿蘇 の祭事、文1頃 産、生活風習 、美術館、環

境保全 な ど150件 程度 をデ ー タベ ース化 する。

④ 買い物の楽 しみ

阿蘇 の物産館 、特産 品、工芸 品 を中心 に100件 程度 をデー タベー ス化 する。

⑤食 の楽 しみ 、

阿蘇 の郷土料 理、地域 の食 材、農 園等 を 中心 に100件 程 度 をデー タベース化

する。

⑥癒 しの楽 しみ

阿蘇での温泉 浴、森林 浴、農 業、 自然体 験な ど50件 程 度 をデー タベース化 す

る。

7.2検 討(実 施)結 果

下記の実施体制及びスケ ジ ュー ル に基 づ き、実施 した。

7.2.1「 阿蘇 の楽 しみ デ ジ タル 図鑑 」の作成

(1)実 施 体制

(A)「 阿蘇 での楽 しみ図鑑 」実 行委員会 の設置

①構成 メンバー

町村、観光協会、商 工会 、農協 、地域づ くり団体

②事務局

阿蘇テ レワー クセ ンタ ー

③実行委員会の役割

実施方法、 内容等 の検 討及 び 資料 の提供

(B)担 当者会議の設置

①構成 メンバー

阿蘇12町 村の役場職 員(観 光課 または地域振興 課)

②事務局

阿蘇テ レワー クセ ンタ ー

③担 当者の役割

資料 の提供及びデ ータ ベース基礎 入力

(C)開 発体制

阿蘇テ レワー クセ ンタ ー
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(2)実 施 スケ ジュー ル

年月

項 目

平成12年 平成13年

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

委員会設

置活動
レ

技術研究 ●

システム

開発
〉

調 査.資

料収集

デ ー タ 入

力.加 工
レ

報告書作

成 )

(3)実 施 内 容

(A)デ ー タ ベ ー ス の 作 成

① 主 な デ ー タ ベ ー ス 内容

ア.登 録 者 情 報:コ ー ド、 氏 名 、 団体 名 、E-mai1等

イ.問 合 せ 先 情 報:コ ー ド、 団 体 名 、URL、E¶ail等

ウ.デ ジタ ル 図 鑑:個 々 の 画 像 と説 明及 び キー ワ ー ド等

② 開 発 言 語 等

ア.MicrosoftACCESS2000

(B)ホ ー ムペ ー ジ の作 成

① 主 な ホ ー ムペ ー ジ 内 容

ア.地 図情 報:阿 蘇 全 体 の 地 図 、 エ リア別 の 地 図

イ.一 覧:楽 しみ 別 の 一 覧 表 、 楽 しみ 別 区分 別 エ リア 別 一 覧 画 像

ウ.デ ジ タ ル 図 鑑:個 々 の 画像 と説 明

② 開 発 ソ フ ト等

ア.ホ ー ム ペ ー ジ ビ ル ダ ー2001

イ.MicrosoftOffice2000(Excel、Word)

(C)CD-ROMの 作 成

① 主 なCD-ROM内 容

ア.デ ジ タ ル 図 鑑:個 々 の 画像 と説 明

② 開 発 言 語 等

ア.MicrosoftACCESS2000
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7.2.2「 阿蘇 の楽 しみ デ ジタ ル図鑑 」の 問題

検討及 び実施 す る際の問題点 と しては、以下 の点で ある。

(1)野 の花等 の 自然破壊 の問題

イ ンターネ ッ ト公開 に当た って は、地 図 を利用 して場所 の特 定 を して い

るが、野の花 の 自生 地の公開 は心無 い人の 目に留ま る可能性 があ り、細

心の注意が必要 であ る。

(2)重 いWebペ ー ジとなる問題

デ ジタル 図鑑 の為、 画像 中心 とな り、イ ンターネ ッ ト公 開す る上で画像

品質 とファイルサイズ によ り送信 時間の 問題発 生。

(3)シ ステム開発上の問題

野 の花 以外 は全 てに詳細地 図 を入 れ る予定 が地図の作成 に時 間が掛 か り、

当初 は、3分 割のエ リア別地 図か ら主要 な所 のみ に限定。

(4)運 用上の問題

問合せ 先 をいれてい るが、 問合せ 先の休業 が あ りうるた め、 メー ル にて

問合 せに対応 す る といった今後の検 討が必要。

個 人か らの情報提供 に対 して、情 報の確実性 のチ ェ ックが必要 。

(5)著 作権等 の問題

画像等は個 人で使用 す る分 には問題 ない が、営利 目的や イ ンター ネ ッ ト

で使用 され た時 の対応 が不十分で あ る。

また、個人 か らの情 報提供 に対 して、 著作権及 び 肖像権 等 の書面 での取

り決めが必要で ある。

7.3今 後 の課 題

前項の問題点 を直視 し、問題解決 の道 を模 索 しなが らも、 当初 の 目的 が早 急 に達

成 で きる よう、デー タベースの構 築 を常 に進化 させ なが ら、地域 に寄与 で きる様 に

進めたい。

7.3.1「 阿蘇 の楽 しみデ ジタ ル図鑑 」の問題 の克服

(1)野 の花 等の 自然破壊 の問題 について

自生 地 について の問合 せ に対応 しない事の徹底 や、画像 の背景等 で 自生地 の

場所が特定 出来 ない ように公開時 のチ ェ ック体 制の強化 を行 う。

(2)重 いWebペ ー ジ とな る問題 につ いて

イ ンター ネ ッ ト上での公 開は画 質や大 きさを押 さえ る ことで対応 し、必要 な

場合 はCD-ROM版 を使用 して も らう。

(3)シ ステ ム開発上 の問題 につ いて

3分 割 のエ リア別地 図か ら主要 な所 はわか って も、他の詳細 地図 の問合せ が

想定 され る為、早急 に整備 してい く。
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(4)運 用 上の問題 について

問合せ 先 につ いては、予備 の問合 せ先 を設定 する。、情報 の確実 性 につ いて は、

チ ェック機 関を検討 する。

(5)著 作権 等の問題 について

情報入 手時、 著作権等 について、 同意 を得な が ら進 め、慎 重 にデー タベー ス

へ の登録、公 開 を行 う。

7.3.2「 阿蘇 の 楽 しみ デ ジタル 図鑑 」の今 後 の展 開 につ いて

今回 の事業 実施 の結 果、デー タベースの構 築面 と運 用面で問題点や 今後 の課題 が

わか った。 当初 目的達成 の為 に、今後 ソフ トの改良及 びデー タベー スの収録 情報拡

張整備 、運 用面 の改善 を検討 してい きた い。

(1)技 術 面か らの今後 の展 開

iモ ー ドで のホームペ一一ジ提供 。

動画及 び音声(民 謡、ナ レー シ ョン)の 追加。

(2)活 用面か らの今後 の展 開

ドライ ブ等 目的別ルー トの提供。

(3)デ ー タベ ースの整備面 か らの今後 の展開

一般 の人か らの情報 入手(現 状 はE ・mailで の入手可能)。

(4)CD-ROMの 整備面 か らの今後 の展開

詳細地 図 まで整備後 改版 に リリー ス予定 。
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表7-1デ ー タ ベ ー ス 内容

デジタル図鑑

登録No 時間

名 称(シ ョート) 休 日

名 称(ロンクツ キーワード1

短縮説明 キーワード2

説明文 キーワード3

登録者CD 町村CD

問合先CD" 撮影年月

表示区分 撮影者CD

著作権区分 画像

出力優先順 文化財

交通 備考

地 図CD URL

時刻表CD

料金

駐車場

問合先

問合先CD

団体名

URL

E-Mail

電話番号

FAX

担当者

休 日

時間

登録者

登録者CD

氏名

カナ氏名

団体名

URL

B-Mail

電話番号

FAX

全体地図

全体地図コード

全体地図
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表7-2デ ー タベー ス画像 の登録Noに つ いて

登録No:全7桁

上1～3桁 大 中小分類

大 分 類(分 類):1=見 、2=遊、3=学 、4二買、5=食、6=癒、7二花

中 分類(区 分):1=名 所 旧跡(見 の時)… 登 録Noの 中分類 コー ドにつ い て参 照

小 分類(地 区):1=阿 蘇 中部 、2=南 阿蘇 、3二小 国郷

上4桁 目 四季

11二 春(3～5月)、2=夏(6～8月)、3二 秋(9～11月M=冬(12～2月)、0=そ の 値

下3桁 連番

1区 分地 区でのn行 目

表7-3登 録Noの 中分 類 コ ー ドにつ いて

大分類 1の時(見) 2の時(遊) 3の 時(学) 4の 時(買) 5の時(食) 6の 時(癒) 7の 時(花)

中分類=1 名所 旧跡 スポ ーツ 歴史神話 農産物 郷土料理
温泉浴

(公設)
野の花

中分類=2 花
スカイスポ

ー ツ 民族芸能 特産品
地域食材

(あか牛)

温泉浴

(私設)

阿 蘇 の 四

季

中分類=3 景色眺望 キャンプ場 祭事
工芸品

(窯元)

地域食材

(そば)
森林浴 その他

中分類二4 乗馬 文化遺産
工芸品

(木工)

地域食材

(その他)
その他

中分類=5
ハイキング

等
生活風習

工芸品

(その他)
その他

中分類=6 美術館

中分類=7 環境保全
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図7-3ホ ー ムペ ー ジ体 系 図

阿蘇の楽 しみデジタル図鑑体系図

臨 熟 鑑 エリアまたは一覧表
小国卿地図

中部地図 中部エリアの地図

輌 Aの 画像 地図の代表項 目からの選択

南阿蘇地図

表 見るの一覧表

名所旧跡阿蘇中部画像一覧 区分とエ リアでの選択

項目Aの 画像 画像一覧の中からの選択

名所旧跡南阿蘇画像一覧

名所旧跡小国卿画像一覧

花阿蘇中部画像一覧

花南阿蘇画像一覧

花小国卿画像一覧

景色眺望阿蘇中部画像一覧

景色眺望南阿蘇画像一覧

景色眺望小国卿画像一覧

項 目Aの 画像 一覧表の中からの直接表示

遊ぶ 内容は見るとほぼ同等

学ぶ 内容は見るとほぼ同等

買う 内容は見るとほぼ同等

食べる 内容は見るとほぼ同等

癒す 内容は見るとほぼ同等

野の花 と阿蘇の四季

白 野の花 と噸 の四季のメニュー 見 るの3つ のエ リアまたは一覧表
春の花

白 春の花の画像
夏の花

秋の花

阿蘇の春

阿蘇の夏

阿蘇の秋 口 ・下に項酪 り

醜 の冬 口 ・下に項臨 し
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阿蘇の楽しみデジタル図鑑

る楽しみ を選ぶと 畢
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8.BtoS共 働 情 報 マ ッチ ン グDBパ イ ロ ッ ト

シス テ ム の作 成

(株)八 幡 コ ン ピュー タ セ ンター





一
8.Btos共 働 情 報 マ ッチ ングDBパ イ ロ ッ トシス テ ムの 作 成

8.1概 要

北九州学術 ・研究都市整備 中である北九州市には、数多 くの学生が在籍 してお り、学

内にはインターネ ヅ ト接続環境 も整備されているが、 このインフラを効果的に利用 し、

かつ地域企業 に密着 した求人、求職の情報 システムが存在 していない。

よって、今回、企業(Business)の 求人データベースと大学生(univer-sityStudent)

の希望アルバ イ トデータベース をWebサ イ ト上でマ ッチ ングさせるパイロッ トシステ

ムを構築することによ り、地域企業 と大学生の協働環境推進、地域企業へのスポッ ト労

働力確保支援、及び大学生のキャンパスライフ充実支援を 目指す。

具体 的には、PUSH(事 前に登録 した希望条件による求人情報メール送信)&PU

LL(希 望アルバイ トの直接検索)に よる求人情報の検索、企業 による学生のニックネ

ー ムによるマ ッチング リス トの表示、学生へのメール送信機能の提供等 を行 う。

また、上記の機能 をサーバーサイ ドJava(Web上 でのJavaと データベース

の連携)で 構築するこ とにより、Javaに よるWebシ ステム構築の考察 を行 う。

8.1.1目 的

地域企業の求人データベース と大学生の希望アルバ イ トデータをWeb上 でマ ッチン

グさせ るパイロッ トシステムを構築することによって、

(1)地 域企業 と大学生の協働環境推進

(2)地 域企業 へのスポ ット労働力確保支援

(3)大 学生のキャンパス ライフ充実支援

を可能 とする。

また、 このWebシ ステムをJavaで 作成することにより、

(4)Javaと データベース連携 における考察

を行 う。

8.1.2実 施 内容

(1)コ ンテ ンヅ内容

①Coupling(ア ルバイ ト探 し)

・学生への求人情報送信(PUSH型)

一 日に一度
、アルバイ トの希望条件を登録 した学生へ最適な求人情報の提供を

電子メールで行 う。
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・学生、企業 の求人情報検索(PULL型)

学生及び企業が、地域 ・職種 ・給与 ・就業形態等 か ら求人情報、求職情報の検

索 を行 う。

②Junction(連 絡)

・システム内コンタク ト

学生は、匿名(学 生ID)でWeb画 面か ら企業 に電子 メールで質問等 の連絡が

行える。

③Communication(好 感度)

・学生及び企業の好感度の登録、参照

学生は、過去 に働いた学生 が登録 した企業 の好感度情報 を参照で き、企業は、

他の企業 が登録 した学生 の好感度情報の参照が行 える。

コ ンテ ン ツ概要 図 を図8--1に 記 載 す る。
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(2)シ ステム構成 図

JAVA

Sevret

図8-2

今 回、 開発 したJavaア プ リケー シ ョン構成 は 、図8-2の 通 りで あ る。 オ ブジ ェ

ク ト指 向言語 の特 徴 で あ る 「MVCモ デル 」 に従 って、 ア プ リケー シ ョンの 開発 を行 っ

た。

・Model

ビ ジネ ス ロジ ック を記述 す る本体 の部 分 で あ り、JavaBeansと して実

装 。

・View

表 示、 入 出力 を担 当す る部 分で あ り、HTML、JSPに して 実装。

・Controller

コ ン トロー ラは 、ViewとModelの 制御 を行 い、Viewか らの入 力 に

応 じて、必要 な ロ ジ ックの実行 をModelに 依 頼 し、そ の結果 をViewへ

渡 す 。

上記 のMVCモ デル をJava言 語で適用 す るこ とに よって、機能 ご との

分離 が明確 にな り、 コ ンポーネ ン ト間の依存性 が低 くな る。

これに よって、 部分 変更 に よる影響 を受け に くくす るこ とが可能 とな り、

コンポー ネン トの再利用性 も高 ま ると考 え る。
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8.2実 施 結 果

8.2.1パ イロッ トシステム の機能

(1)画 面遷移図(学 生)

=

(採 用)

…
(ア ルバイト終 了)

…
1
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(2)画 面遷移図(企 業)

就業地域で探す
職種で探す

給与で探す
就業形態で探す
全件表示
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(3)初 期画面
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8.2.2パ イ ロッ トシステ ムの問題

このパイロッ トシステムを実際 にインターネ ッ ト上で公開 し、北九州市内のS専 門学

校、及び地域企業の協力を得て実証実験 を行 った。(図8-15)
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その結果、以下の様な問題が発生 した。

(1)イ ンター フェイス

データ登録のインター フェイスが、HTMLに よる簡易的なものなので、入力が

行 いに くい との苦情があ った。また、システム上で表示 している 「戻 るボタ ン」で

はな く、 ブラウザの 「戻 るボタン」を押 した場合、データ表示 ・更新 がされない場

合 があ る。

(2)求 人 ・求職情報のマ ッチング レベル について

現在は、企業の求人、学生の求職情報のマ ッチングが完全 に同 じものを最適な情

報 と してPUSH型 で提供 しているため、あいまいな情報(賃 金、職種 が希望通 り

だが、就業地域少 し遠いなど)に ついてのマ ッチ ングがで きない。

8.3今 後 の課題

まず、上記の問題 を解決するためにJavaス ク リプ ト、アプレッ ト等を利用 し入力

を行いやす くし、求人 ・求職のマ ッチングについて もDBの 属性を見直 しレベルを向上'

させ る。

また、今回の実証実験では、データベースに登録 されてい る求人、求職デー タが数十

件 と少な く、地域企業 と大学生の協働環境推進、地元企業へのスポ ッ ト労働 力確保支援

には まだ至 っていない。

よって、今後は利用者の拡大 を目標 とし、各メデ ィア等を通 して、北九州市内の企業、

在籍学生へ告知 し、登録データ数 の増加 をはかる。

その際に、利用者の レスポンスタイムの把握、Javaア プ リケーシ ョンの リクエス

ト数等 を動的に監視するなどして トランザ クシ ョンの管理を行い、最適 な環境 を提供で

きるに努めたい。

更 に、今回開発 したJavaコ ンポーネ ン トに汎用性 を持たせ管理 することによって、

今後 のJavaシ ステム開発における開発の効率化 を目指す。

また、将来 的には携帯電話(iモ ー ド、JPHONE等)及 びPDAか らの利用を

可能 にする予定である。
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9.Web型GISを 利 用 したバ リア フ リー デ 一一夕
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9.Web型G工Sを 利 用 した バ リア フ リーデ ー タ ベ ー ス の プ ロ トタ イ

プ作 成

9.1目 的

高齢者 ・障害者の方々が安心 して利用で きるバ リアフ リー設備の情報 を、インターネ

ッ トで地図情報 と共に提供 し、周辺の状況や環境、交通手段等をビジュアルに把握す る

ことによ り、障害者の方々に安心 して利用で きる情報提供 を目的とする。

9.2概 要

9.2.1シ ス テ ム概 要

本デ ー タベー ス シ ステ ムは 、 クラ イア ン トにWebブ ラ ウザお よび 携 帯端 末(i-m

ode)を 使 用 す る事 を前 提 と した システ ムであ り、 サー バ ー には一般 的 な ネ ッ トワー

クOSで あ るWindowsNTを 利用 す る。また、WWWサ ーバ ー に はWindow

sNT付 属 のIIS(lnternetInformationServer)を 利 用 し、GISソ フ トは イ ンタ

ー グ ラ フ ・イ ンダ ス トリー ・ソ リュー シ ョンズ株 式会 社 のGeoMediaWebMa

pを 採 用 した。

WWWサ ー バ ー か らデー タベー スへ の接続 は、ODBCを 利 用 す る。 また、 実際 の デ

ー タベ ー ス処理 はASP(ActiveServerPages)の デー タベー ス機 能 で あ るDataAccess

コ ンポ ー ネ ン トを使 用 す る 。DataAccessコ ンポー ネ ン トはADO(ActiveXData

Ol)jects)に よ りコ ン トロール す る。

シス テ ムの構 成 図 を図9-1に 示 す。
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'

検索用

ASP

地図データ

ハ"リアフリー

施 設DB

ハ"リアフリー

設 備DB

MicrosoftJetDatabase

WindowsNT

i-mode

Webブ ラウザ

メンテナ ンスPC

図9-1シ ステム構成図
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9.2.2開 発 ス ケジュール

本開発は以下のスケジュールに従 って行った。

10月 11月 12月 1月 2月 3月

デー タ収集 ・分析 4 θ

開発 ツー ル 検 証 4 ,

シ ス テ ム 設 計
' 」
¶ '

プログラム設計 開

発
4 θ

デ ー タ 加 工 (レ

シ ス テ ム 検 証 ∠

、 ,

報 告 書 作 成 4 )

9.3シ ステムの特徴

・地図イ ンタ フェースを使 った検索が可能。

・所在地お よび施設名 による検索が可能。

・携帯端末か らの利用が可能
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9.4シ ス テ ム構 成

本 システムの構成 を以下 に示す

9.4.1ソ フ トウェア構成

InternetExplorer

Netscape

等

ブ ラ ウ ザ

亙 IIS

Windows,MacOS

本システムでは、麟 藁 蕎 ツの部分を開発する。

9.4.2ハ ー ドウェ ア構 成

(1)サ ーバ ー

スペ ック

CPU:PentiumIII

メモ リ:256Mbyte

HD:2Gbyte

・サー バー はサ ーバ ー専 用機 種 を選 択 す る。

・ハー ドデ ィス クの容 量 は、 デー タ量 に よ り決定 す る。

(2)ク ライア ン ト

モデ ムやLANを 利 用 して イ ンタ ー ネ ッ トにア クセ ス で き、Webブ ラ ウザ が 動作 す

る環 境 であれ ば、OSや ハー ドウェア に関 す る制 限 はな い。
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9.5デ ー タの 収 集

9.5.1デ ータの種類 と量

札幌近郊のバ リア フリー対象設備約500件 。

9.5.2情 報収集

札幌市障害福祉課 ・札幌市高齢化対策課 ・札 幌市道路管理課 ・札幌市交通計画課 より

基礎デー タを頂いた。

詳細については当社社員が現地へ 出向き直接状況を把握 し、データ作成 を行 った。

9.6機 能

各機能 をブラウザ版機能 とi-mode版 機能 に分けて説明する。

9.6.1ブ ラ ウザ版機能

(1)地 図 による検索

Webブ ラウザに地図を表示 させ、地図の一部を拡大 させ る事 によって検索範囲

を狭めてい く。

拡 大された地図で建物 を指定 した際、その設備の詳細情報 が得 られ る。

(2)設 備周辺の地図を表示

住所や名称 による検索後、必要によ りその設備周辺の地図 を表示する。

(3)音 響信号機のサ ンプル音

9.6.2i-mode版 機 能

(1)住 所 の指定 による地図の表示

「音の出る信号機 」などのバ リアフ リー設備の情報が得 られ る。

(2)設 備周辺の地図を表示

住所や名称による検索後、必要 によ りその設備周辺の地図 を表示する。
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9.7作 成 プログラム一覧

9.7.1ブ ラ ウザ版

(1)住 所 による検索

(2)施 設名指定による検索

(3)地 図の表示および制御

(4)音 響信号機のサ ンプル音

9.7.2i-mode版

(1)住 所による検索

(2)地 図の表示および制御

9.8開 発環境

OS

サ ー バ ー:WindowsNT4.OServer

ク ラ イ ア ン ト:Windows95

Windows98

Windows2000Professional

ソフ ト

開発

WWWサ ーバー

WWWブ ラウザ

デ ー タベ ー ス

GIS

:MicrosoftFrontpage98

:MicrosoftInternetInformationServer十ASP

:MicrosoftInternetExplorer

NetscapeCommunicatOr

:MicrosoftJetDatabaseEngine

:IntergraphGeomediaWebMap
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9.9表 示画面サ ンプル

9.9.1ブ ラ ウザ 版

障 害 麟 敏1㌻ ンm熔 ㌣～聞|プま否 「'

ミき＼.■、・.・・s,.べ こ1:t{・ぺk心 ・ぺ,、・liぶ{?、 卿

「コ ー 自1
一

「=============.

図9-2サ ンプル画面

図9-2が 本デー タベース利用サイ トのページとなる。

・青い三角のアイコンをク リックす ることにより
、表示場所 の移動が可能。

・虫眼鏡アイコンをク リックすることによ り、地図の拡大 ・縮 小表示が可能g-

・マウスカーソルを施設 の上に置 くことによ り、施 設名をツー ルチ ップで表示。

・住所 による検索が可能。

・施 設名による検索が可能。
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9.9.2i-mode版

地図表示

北1条 西2丁 目

①HEしP

回戻 る

図9-3サ ンプル画面

図9-3がi-mode版 本データベース利 用サイ トの地図表示画面 となる。

9.10今 後 の 展 開

今回作成 したデー タベースはプロ トタイプという事で、登録 するデータの対象 を札幌

市中心部の施設に限定 したが、今後は札幌市の協力 を得て、札幌市内の施設の情報を充

実 させ、本データベースを完成 させ る予定でいる。

さらに、札幌市 と連携 し、高齢者 ・障害者 の方々が無償で利用可能なシステム とし、

普及拡大を図 りたい。

また、 目的地までの最短ルー トや段差などの障害物 を最小限 に抑えるようなルー ト検

索機能を付加 してい く予定でい る。
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